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※紙面に関する問い合わせは広報室まで

〒160-0004 東京都新宿区四谷三丁目2番5
全日本トラック総合会館
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☎（03）3354-1029（総務部広報室）
http://www.jta.or.jp

（会員の購読料は会費に含みます）

2月1日号

コ ラ ラ ン ッム イ ナ プ
タイヤケアホントの話【雪道で「立ち往生」を起こしたドライバーの発言に驚く】…３面／
トラック運送事業者のための経営のヒント【物流現場の多士済済な女性たち】／食の新
旧街道を行く【あんこうの道「茨城・大洗海岸の『どぶ汁』」】…７面

『ドライバーズ・リクエスト』放送中！（TBSラジオ系列全国33局ネット）全日本トラック協会
presents

　本番組は、トラック運送業界の安全や環境等への取り組みなどを内外
に広くPRするとともに、パーソナリティの宮崎瑠依さんと皆川玲奈TBSア
ナウンサーが、車に関する話題や音楽で全国のドライバーの皆さんの安
全運行をサポートします。

・  2月の特別番組放送予定
2月 3日（金） 「（公社）全日本トラック協会青年部会活動報告」 
　　　青年部会　齊藤副部会長、広瀬副部会長、田部井副部会長
2月27日（月）〜3月3日（金）　「引越繁忙期特集」
　　　全日本トラック協会　輸送事業部　竹内課長代理

2月の名言

アメリカの発明家。1,300 以上の特許を得て「発明王」と呼ばれる。＜出典：ウェブサイト「エジソンの名言・格言」＞

トーマス・エジソン（1847.2.11～ 1931.10.18）

すべての進歩、すべての成功は、考えることから始まる

今号に掲載した記事の関連資料と
関連HPへは全ト協HPバナーから
アクセスできます。

▼全ト協会員専用ページのパスワード▼

1/15〜2/14  4011
2/15〜3/14  9855

4・5
 ＜新春特集③＞
  トラック運送業界における従
業員満足度アップを目指して
    ㈱長田運輸産業（兵庫県）

6・7
 ＜高校新卒者採用特集①＞
・ 将来の業界を担う人材を

育てるために
 ツーワン輸送㈲（青森県）

高校新卒者採用を推進し、トラックドライバー
育成に力を入れるツーワン輸送

・ 「平成29年新年賀詞交歓会」
　出席国会議員一覧

8 ・  引越繁忙期対策実施事項

２・３
・ トラック協会ニュース
・ 官公庁ニュース（国交省等）

営
業
用
ト
ラ
ッ
ク
２
割
引
下
げ

交
通
事
故
減
少
が
大
き
な
要
因
に

　

開
場
の
際
に
は
︑
星
野
良

三
会
長
を
は
じ
め
副
会
長
一

同
と
理
事
長
が
入
口
で
立
礼

し
︑
多
く
の
参
加
者
を
出
迎

え
た
︒

　

開
宴
に
あ
た
り
︑
星
野
会

長
が
あ
い
さ
つ
に
立
ち
︑﹁
平

成
29
年
も
引
き
続
き
︑
労
働

時
間
の
削
減
と
適
正
運
賃
収

受
な
ど
取
引
環
境
の
改
善
に

向
け
︑
全
力
を
傾
注
し
て
取

り
組
ん
で
い
く
﹂
と
新
年
の

業
に
お
け
る
取
引
環
境
・
労

働
時
間
改
善
協
議
会
﹂
を
通

じ
て
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
の
現

場
で
働
く
皆
様
が
安
心
し
て

働
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
︑

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
︒

な
っ
て
い
ま
す
︒
一
方
で
︑
石

油
に
関
し
て
も
︑
為
替
が
や

や
円
安
方
向
に
動
い
て
い
る

こ
と
と
︑
昨
年
末
の
原
油
の

協
調
減
産
合
意
に
伴
い
︑
原

油
高
の
傾
向
が
続
い
て
い
ま

す
︒
こ
の
よ
う
に
︑
今
年
の

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
を
取
り

巻
く
環
境
は
︑
よ
り
不
確
実

さ
が
増
し
て
い
る
と
言
っ
て

も
い
い
で
し
ょ
う
︒

　

こ
う
し
た
厳
し
い
環
境
下

の
中
で
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

界
関
係
者
の
皆
様
は
︑
大
い

に
頑
張
っ
て
い
た
だ
い
て
お

ら
れ
ま
す
︒
私
た
ち
自
由
民

主
党
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
振
興
議

員
連
盟
と
い
た
し
ま
し
て

も
︑
業
界
を
取
り
巻
く
様
々

　

経
済
と
い
う
も
の
は
︑﹁
生

産
﹂
と
﹁
物
流
﹂
が
あ
っ
て

初
め
て
機
能
し
ま
す
︒
モ
ノ

を
生
産
す
る
だ
け
で
は
な

く
︑
モ
ノ
が
適
切
に
運
ば
れ

る
こ
と
こ
そ
が
重
要
な
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
︒
ト
ラ

ッ
ク
運
送
業
界
の
皆
様
方
に

な
問
題
に
つ
い
て
︑
業
界
の

皆
様
と
一
緒
に
な
っ
て
解
決

し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
︒

お
か
れ
ま
し
て
は
︑
こ
れ
か

ら
も
我
が
国
経
済
の
発
展
の

た
め
に
ご
尽
力
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
を
取

り
巻
く
様
々
な
課
題
を
解
決

し
て
い
く
こ
と
で
︑
魅
力
的

な
業
界
を
目
指
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
︒﹁
生
産
性

向
上
﹂
に
努
め
て
い
た
だ
く

の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
︑﹁
荷

主
の
協
力
・
理
解
﹂
を
得
て

労
働
環
境
改
善
に
繋
げ
て
い

く
こ
と
も
非
常
に
大
切
で
す
︒

私
ど
も
も
︑
業
界
に
対
し
て

の
荷
主
の
協
力
・
理
解
が
深

ま
っ
て
い
く
よ
う
︑
取
り
組

み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
１
月
24
日
︑
東
京
都
千
代

田
区
の
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
東
京
で
﹁
平
成
29
年
全
日
本

ト
ラ
ッ
ク
協
会
新
年
賀
詞
交
歓
会
﹂
を
開
催
し
た
︒
こ

れ
は
︑
28
年
に
続
い
て
全
ト
協
が
主
催
者
と
し
て
開

催
し
た
も
の
で
︑今
回
で
２
回
目
と
な
る
︒
同
会
に
は
︑

自
由
民
主
党
な
ら
び
に
公
明
党
の
国
会
議
員
を
は
じ

め
関
係
省
庁
︑
関
係
団
体
︑
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

な
ど
６
５
０
人
余
が
参
加
し
た
︒

　

金
融
庁
は
１
月
19
日
︑

自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保

険
審
議
会
を
開
き
︑
自
動

車
ユ
ー
ザ
ー
に
加
入
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
る
自
賠

責
保
険
の
保

険
料
を
︑
今

年
４
月
か
ら
全

車
種
平
均
で
６

・
９
％
引
き
下

げ
る
こ
と
を
決

め
た
︒
保
険
料

の
引
き
下
げ
は

平
成
20
年
以

来
９
年
ぶ
り
と

な
る
︒

　

１
年
契
約
の

場
合
の
営
業

用
ト
ラ
ッ
ク
保

険
料
（
沖
縄

県
︑
離
島
を

除
く
）
は
表
の
通
り
で
︑

最
大
積
載
量
２
㌧
超
で
は

20
・
８
％
の
引
き
下
げ

と
︑
全
車
種
の
中
で
も
最

大
の
引
き
下
げ
率
と
な
る
︒ 　

保
険
料
引
き
下
げ
の
要

因
と
し
て
は
︑
近
年
交
通

事
故
件
数
が
減
少
し
て
お

り
︑
保
険
金
の
支
払
い
も

減
っ
た
こ
と
で
収
支
が
改

善
傾
向
に
あ
る

た
め
︒

　

事
業
用
貨

物
自
動
車
が
第

１
当
事
者
と
な

る
死
亡
事
故

件
数
を
み
て

も
︑
24
年
の
３

７
２
件
か
ら
減

少
傾
向
が
続
い

て
い
る
︒
そ
の

た
め
︑
28
年
も

前
年
比
減
が

見
込
ま
れ
て
お

り
︑
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
界
全

体
で
の
交
通
事
故
撲
滅
へ

の
様
々
な
取
り
組
み
が
︑

保
険
料
引
き
下
げ
に
繋
が

っ
て
い
る
と
い
え
る
︒

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す

と
︑
国
内
の
景
気
は
︑
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
効
果
に
加
え
数
次

の
経
済
対
策
に
よ
り
景
気
回

復
が
進
み
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送

業
界
で
は
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の

確
保
が
一
段
と
厳
し
い
状
況

に
な
り
ま
し
た
︒
ま
た
︑
低

価
格
を
維
持
し
て
い
た
燃
料

価
格
も
︑
昨
年
12
月
に
Ｏ
Ｐ

Ｅ
Ｃ
の
原
油
減
産
合
意
が
な

や
﹁
働
き
方
改
革
﹂
へ
の
対

応
に
つ
い
て
も
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
︒

　

さ
ら
に
人
材
確
保
対
策
と

し
て
は
︑
今
年
３
月
か
ら
準

中
型
免
許
制
度
が
施
行
さ

れ
︑
高
校
新
卒
者
が
直
ち
に

２
㌧
車
を
運
転
で
き
る
こ
と

と
な
り
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

協
会
と
し
て
も
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
の
導
入
を
は
じ
め
︑

人
材
確
保
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

等
あ
ら
ゆ
る
施
策
を
投
入

し
︑
高
校
新
卒
者
の
大
量
採

用
を
実
現
し
て
ま
い
り
ま
す
︒

　

一
方
︑
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク

が
第
１
当
事
者
と
な
る
交
通

死
亡
事
故
件
数
が
年
々
減
少

し
て
お
り
︑
10
年
前
は
約
４

７
０
件
あ
っ
た
死
亡
事
故
件

数
が
︑
平
成
28
年
に
は
約
半

と
な
っ
て
お
り
ま
す
︒
３
年

目
を
迎
え
る
﹁
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
に
お
け
る
取
引
環
境
・

労
働
時
間
改
善
協
議
会
﹂
に

つ
い
て
は
︑
昨
年
に
引
き
続

き
全
国
で
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業

を
実
施
し
︑
手
待
ち
時
間
の

解
消
や
附
帯
業
務
の
有
償
化

な
ど
の
問
題
に
取
り
組
む
と

と
も
に
︑
併
せ
て
政
府
が
推

進
す
る
﹁
生
産
性
の
向
上
﹂

さ
れ
た
こ
と
か
ら
値
上

が
り
ぎ
み
で
あ
り
︑
今

年
の
燃
料
価
格
の
動
向

は
︑
こ
れ
ま
で
以
上
に

注
視
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
︒

　

こ
の
よ
う
な
中
︑
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
界
で
は
︑

労
働
時
間
の
改
善
や
人

材
確
保
が
大
き
な
課
題

数
近
く
ま
で
減
少
す
る
状
況

で
あ
り
ま
す
︒
今
年
は
さ
ら

な
る
削
減
を
図
る
た
め
︑
新

た
に
中
型
車
を
対
象
と
し
た

衝
突
被
害
軽
減
ブ
レ
ー
キ
装

着
車
両
へ
の
助
成
を
は
じ
め

と
し
た
安
全
機
器
等
へ
の
予

算
措
置
を
増
額
す
る
と
と
も

に
︑
国
土
交
通
省
が
定
め
る

指
導
・
監
督
指
針
に
基
づ
く

﹁
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
研
修
テ
キ
ス
ト
﹂
を
活

用
し
︑
交
通
安
全
対
策
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
︒

　

以
上
︑
平
成
29
年
も
引
き

続
き
︑
労
働
時
間
の
削
減
と

適
正
運
賃
収
受
な
ど
の
取
引

環
境
の
改
善
に
向
け
︑
全
力

を
傾
注
し
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
︒

来
賓
あ
い
さ
つ

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
に
と

っ
て
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

る
の
が
︑﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
確
保
﹂

と
﹁
生
産
性
向
上
﹂
で
す
︒

国
土
交
通
省
で
は
︑
昨
年
を

﹁
生
産
性
革
命
元
年
﹂
と
位

置
付
け
︑
様
々
な
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
関
連

で
申
し
上
げ
ま
す
と
︑
荷
待

ち
時
間
削
減
や
共
同
輸
配
送

な
ど
と
い
っ
た
﹁
物
流
生
産

性
革
命
﹂︑
ま
た
今
年
か
ら

社
会
実
験
を
ス
タ
ー
ト
す
る

予
定
と
な
っ
て
い
る
︑
隊
列

走
行
な
ど
の
﹁
自
動
運
転
﹂

の
分
野
に
な
り
ま
す
︒
国
交

省
で
は
︑
新
年
も
引
き
続
き

生
産
性
革
命
を
推
し
進
め
て

ま
い
り
ま
す
︒

　

ま
た
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送

　

昨
年
の
我
が
国
の
景
気
は

比
較
的
安
定
的
に
推
移
し
て

き
た
も
の
の
︑
今
年
は
ア
メ

リ
カ
の
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
誕

生
な
ど
不
安
定
要
因
が
多
く

決
意
を
述
べ
た（
詳
細
別
項
）︒

　

続
い
て
︑
石
井
啓
一
国
土

交
通
大
臣
︑
細
田
博
之
自
由

民
主
党
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
振
興

議
員
連
盟
会
長
︑
北
側
一
雄

公
明
党
ト
ラ
ッ
ク
問
題
議
員

懇
話
会
会
長
が
来
賓
あ
い
さ

つ
を
行
い
（
詳
細
別
項
）︑

坂
本
克
已
副
会
長
に
よ
る
乾

杯
が
行
わ
れ
た
︒

　

同
会
に
は
︑
通
常
国
会
開

会
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
︑
多

く
の
国
会
議
員
が
出
席
（
出

席
者
一
覧
を
掲
載
）︒
新
春

に
ふ
さ
わ
し
く
華
々
し
い
賀

詞
交
歓
会
と
な
っ
た
︒

金
融
庁
・
自
賠
責
保
険
審
議
会

国会議員・業界関係者など650人余が出席
業
界
を
取
り
巻
く
課
題
解
決
へ
の
決
意
新
た
に

���　平成 29 年新年賀詞交歓会を開催　���

星
野
会
長
あ
い
さ
つ

石
井
啓
一
国
土
交
通
大
臣

細
田
博
之

自
民
党
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
振
興
議
連
会
長

北
側
一
雄

公
明
党
ト
ラ
ッ
ク
問
題
議
員
懇
話
会
会
長２トン超トラック

全車種中最大下げ

昨年に引き続き盛会となった、平成29
年新年賀詞交歓会（平成29年1月24日、
パレスホテル東京）

坂本克已副会長の発声により乾杯（平成29年1月24日、パレスホテル東京）

表　自賠責保険の改定基準料率表（12 か月契約）
車種 現行基準料率

（円）
改定基準料率

（円）
改定額
（円）

改定率
（％）

普通貨物自動車および
けん引普通貨物自動車

営
業
用

最大積載量が 2 トン
を超えるもの 49,900 39,540 -10,360 -20.8 

最大積載量が 2 トン
以下のもの 34,650 27,900 -6,750 -19.5 

小型貨物自動車および
けん引小型貨物自動車 営業用 29,920 24,290 -5,630 -18.8 

被けん引自動車（被けん引軽自動車を除く） 4,630 5,000 370 8.0 
※離島以外の地域（沖縄県を除く）に適用。
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

N
ew

s 2017.1.15—2.1

　雪がちらつき始めた頃、あなたは前方の交差点を左折しようと
しています。この場面にはどのような危険がありますか。また、危
険を避けるためにはどのような運転をすればよいでしょうか。考えて
みましょう。

状 

況

〔第 84回〕「交差点での左折」

（解説・７面）

◆どのような運転をすれば危険を避けることができますか？

◆どのような危険がありますか？

あなたならどうしますか？
危険予知訓練（KYT）シート：交通事故防止編

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
141
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

法
令
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト ～信号編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶  対面する信号が青の場合は、軽車両を含めて全ての車両は直
進、左折、右折ができる。（ ○・× ）

❷  対面する信号が赤でも、「左折可」の標示板があるときは、左
折することができる。（ ○・× ）

❸  対面する信号が黄の場合は、停止位置に近づいていて安全に停
止できない場合を除いて、停止位置で停止しなければならな
い。（ ○・× ）

❹  対面する信号が黄の点滅信号の場合は、車両は停止位置で一時
停止しなければならない。（ ○・× ）

❺  青、黄、赤の信号機の灯火の配列の仕方は、法令で定められて
おり、任意に配列することはできない。（ ○・× ）

（解答は７面）

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

は
︑
平
成
29
年
２
月
１
日
㈬ 

か
ら
２
月
24
日
㈮
ま
で
︑﹁
テ

ー
ル
ゲ
ー
ト
リ
フ
タ
ー
補
助

金
﹂
の
申
請
を
受
け
付
け
て

い
る
︒
同
補
助
金
は
︑
国
土

交
通
省
の
平
成
28
年
度
第
２

次
補
正
予
算
に
よ
り
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
の
生
産
性
向
上
促

進
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
る

も
の
で
全
ト
協
が
執
行
団
体

と
な
る
︒
補
助
額
は
１
台
当

た
り
垂
直
式
・
ア
ー
ム
式
に

つ
い
て
は
15
万
円
︑
後
部
格

納
式
・
床
下
格
納
式
に
つ
い

て
は
30
万
円
（
図
）︒
な
お
︑

新
品
を
新
た
に
購
入
し
た
場 

合
の
み
対
象
と
な
る
︒

　

当
該
装
置
搭
載
車
の
所
有

者
（
保
有
車
両
数
５
台
以
上

の
運
送
事
業
者
ま
た
は
リ
ー

ス
事
業
者
等
）
が
申
請
可
能

で
︑
１
運
送
事
業
者
当
た
り

の
補
助
台
数
は
３
台
ま
で
︒

　

ま
た
︑
機
器
の
導
入
対
象

期
間
は
︑
平
成
28
年
８
月
24

日
か
ら
平
成
29
年
３
月
31
日

ま
で
で
︑
同
期
間
内
に
導
入

が
完
了
し
︑
か
つ
支
払
い
が

全
て
完
了
し
て
い
る
こ
と
が

条
件
︒

　

な
お
︑
補
助
対
象
と
な
る

製
品
に
つ
い
て
は
︑
全
ト
協

が
メ
ー
カ
ー
に
公
募
の
上
審

査
を
行
い
︑
１
月
30
日
現
在

で
12
社
２
６
３
型
式
（
全
ト

協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
﹇
Ｈ
Ｐ
﹈

に
掲
載
）︒

　

申
請
は
全
ト
協
へ
の
郵
送

の
ほ
か
︑
所
属
す
る
都
道
府

県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
窓
口
で
も

受
け
付
け
る
︒

益
城
町
・
南
阿
蘇
村
の
小

学
生
に
湯
た
ん
ぽ
・
防
犯

ブ
ザ
ー
寄
贈

青
年
部
会

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
青

年
部
会（
山
本
明
徹
部
会
長
）

は
１
月
13
日
︑
平
成
28
年
熊

本
地
震
の
被
災
者
を
支
援
す

　

詳
細
は
︑
全
ト
協
Ｈ
Ｐ
に

掲
載
の
募
集
要
領
お
よ
び
Ｑ

＆
Ａ
を
参
照
さ
れ
た
い
︒

　

な
お
︑
予
算
額
は
約
３
・

６
億
円
で
︑
補
助
金
申
請
額

が
予
算
額
を
超
過
し
た
場
合

は
抽
選
を
行
う
こ
と
と
し
︑

補
助
金
が
交
付
さ
れ
な
い
場

合
も
あ
る
︒

る
た
め
︑
特
に
甚
大
な
被
害

を
受
け
た
益
城
町
と
南
阿
蘇

村
の
教
育
委
員
会
を
通
じ
小

学
生
（
益
城
町
５
校
：
約

２
１
０
０
人
︑
南
阿
蘇
村
５

校
：
約
５
０
０
人
）
に
湯
た

ん
ぽ
と
防
犯
ブ
ザ
ー
を
寄
贈

し
た
︒

　

同
支
援
は
︑
全
国
の
青
年

経
営
者
か
ら
の
義
援
金
を
原

の
バ
ナ
ー
を
ク
リ
ッ
ク
す
る

と
︑
各
都
道
府
県
ト
協
が
実

施
し
て
い
る
①
交
通
安
全
②

環
境
保
全
③
人
材
確
保
・
育

成
︱
︱
に
関
す
る
取
り
組
み

事
例
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で

き
る
︒

　

③
の
﹁
人
材
確
保
・
育
成

に
関
す
る
取
り
組
み
事
例
﹂

は
︑
今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

に
よ
り
新
設
さ
れ
た
項
目

で
︑５
つ
の
県
ト
協
に
つ
い
て
︑

﹁
物
流
出
前
授
業
﹂
や
﹁
物

流
企
業
説
明
会
﹂
と
い
っ
た

特
色
的
な
取
り
組
み
が
紹
介

さ
れ
て
い
る
︒

　

全
ト
協
広
報
室
で
は
︑
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
前
に
掲
載
さ
れ

て
い
た
過
去
の
事
例
か
ら
︑

28
年
度
の
最
新
版
の
事
例
ま

で
を
掲
載
し
て
い
る
同
ペ
ー

ジ
に
つ
い
て
︑
今
後
も
定
期

的
に
更
新
を
続
け
て
い
く
︒

気
象
・
道
路
情
報
な
ど
事

前
に
チ
ェ
ッ
ク

タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
の
携
行

な
ど
備
え
万
全
に

　

近
年
は
︑
12
～
１
月
に
予

想
を
超
え
る
大
雪
と
な
る
ケ

ー
ス
が
増
え
︑
適
切
な
雪
道

対
策
が
求
め
ら
れ
る
︒
も
し
︑

大
雪
で
ス
リ
ッ
プ
や
交
通
事

故
等
に
よ
り
ト
ラ
ッ
ク
が
立

ち
往
生
し
て
し
ま
う
と
︑
周

辺
道
路
の
大
渋
滞
を
招
き
︑

迂
回
路
の
な
い
地
域
で
は
大

混
乱
を
来
す
こ
と
に
な
る
︒

　

鳥
取
県
で
は
︑
１
月
23
日

夜
か
ら
24
日
朝
に
か
け
て
大

雪
に
見
舞
わ
れ
︑
山
間
部
を

中
心
に
車
の
立
ち
往
生
が
相

次
ぎ
︑
24
日
早
朝
ま
で
に
３

０
０
台
以
上
が
身
動
き
で
き

な
く
な
っ
た
ニ
ュ
ー
ス
は
記
憶

に
新
し
い
︒

　

降
雪
地
域
を
運
行
す
る
場

合
は
︑
気
象
情
報
や
道
路
情

報
な
ど
を
事
前
に
チ
ェ
ッ
ク

し
︑
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
を
必

ず
携
行
す
る
な
ど
︑
雪
道
対

策
を
万
全
に
整
え
て
か
ら
出

発
し
て
ほ
し
い
︒

　

な
お
︑
ど
か
雪
な
ど
突
然

の
大
雪
が
予
想
さ
れ
る
地
域

を
運
行
す
る
場
合
は
︑
ダ
ブ

ル
タ
イ
ヤ
用
ト
リ
プ
ル
形
チ

ェ
ー
ン
の
携
行
が
必
要
と
な

る
︒ 

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
︑﹁
雪
道
対

策
﹂特
設
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
︑

﹁
気
象
情
報
（
気
象
庁
防
災

情
報
）﹂︑﹁
雪
道
対
策
マ
ニ
ュ

ア
ル
（
全
ト
協
作
成
）﹂（
写

真
）︑﹁
大
雪
時
等
に
け
ん
引

等
す
る
際
の
注
意
事
項
に
つ

い
て
（
国
土
交
通
省
︑
大
型

ト
ラ
ッ
ク
メ
ー
カ
ー
４
社
に

よ
る
作
成
）﹂︑﹁
ス
タ
ッ
ド
レ

ス
タ
イ
ヤ
は
４
輪
全
て
に
装

着
し
て
下
さ
い
!!
～
実
験
映

像
を
公
開
い
た
し
ま
し
た
～

（
国
交
省
）﹂︑﹁
災
害
対
策

基
本
法
に
基
づ
く
車
両
移
動

に
関
す
る
運
用
の
手
引
き

（
同
）﹂
な
ど
を
掲
載
︒
こ

れ
ら
を
有
効
に
活
用
し
︑
降

積
雪
期
に
お
け
る
輸
送
の
安

全
確
保
の
徹
底
に
努
め
て
い

た
だ
き
た
い
︒

防
犯
ブ
ザ
ー
（
目
録
）
を
寄

贈
し
た
︒
寄
贈
を
受
け
︑
藤

岡
教
育
長
は
﹁
地
震
直
後
は

ト
ラ
ッ
ク
に
は
救
援
物
資
輸

送
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
︒

現
在
は
子
ど
も
た
ち
の
心
の

ケ
ア
が
重
要
な
時
期
な
の
で

あ
り
が
た
い
﹂
と
謝
辞
を
述

べ
た
︒

　

続
い
て
行
わ
れ
た
益
城
町

教
育
委
員
会
で
の
寄
贈
式
で

は
︑
酒
井
博
範
益
城
町
教
育

委
員
会
教
育
長
に
湯
た
ん

ぽ
︑
防
犯
ブ
ザ
ー
（
目
録
）

を
寄
贈
し
た
︒
酒
井
教
育
長

は
︑﹁
寒
い
時
期
な
の
で
子
ど

も
た
ち
や
保
護
者
の
皆
さ
ん

は
大
変
喜
ば
れ
る
と
思
う
︒

感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
﹂
と

述
べ
た
︒

都
道
府
県
ト
協
取
り
組
み

紹
介
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル全

ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

１
月
23
日
︑
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
Ｈ
Ｐ
）
内
の
各
都
道
府
県

ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
取
り
組
み

を
紹
介
す
る
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
し
た
︒

　

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
﹁
お
役

立
ち
コ
ン
テ
ン
ツ
﹂
に
掲
出

さ
れ
て
い
る
﹁
都
道
府
県
ト

ラ
ッ
ク
協
会
に
お
け
る
様
々

な
取
り
組
み
事
例
﹂（
写
真
）

資
に
実
施
し
た
も
の
で
︑
昨

年
８
月
に
は
地
元
プ
ー
ル
を

無
料
開
放
し
︑
子
ど
も
た
ち

約
２
千
人
を
招
待
し
て
い
る
︒

　

各
寄
贈
式
に
は
青
年
部
会

よ
り
山
本
部
会
長
︑
宮
原
章

彦
副
部
会
長
︑
永
井
雄
大
郎

熊
本
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
青
年

部
会
長
が
出
席
︒
南
阿
蘇
村

教
育
委
員
会
で
行
わ
れ
た
寄

贈
式
で
は
︑
山
本
部
会
長
が

﹁
昨
年
８
月
に
は
プ
ー
ル
を

無
料
開
放
し
︑
子
ど
も
た
ち

に
笑
顔
を
お
届
け
し
た
︒
今

回
は
さ
ら
に
子
ど
も
た
ち
に

安
心
・
安
全
の
気
持
ち
を
取

り
戻
し
て
も
ら
う
た
め
︑
湯

た
ん
ぽ
と
防
犯
ブ
ザ
ー
を
寄

贈
し
た
い
﹂
と
あ
い
さ
つ
し
︑

藤
岡
孝
輔
南
阿
蘇
村
教
育
委

員
会
教
育
長
に
湯
た
ん
ぽ
︑

南阿蘇村教育委員会にて（写真左から永井熊ト協青年部会長、藤岡教
育長、山本部会長、宮原副部会長）

益城町教育委員会にて（写真右が酒井教育長）

（
２
月
１
日
〜
２
月
28
日
）

▽
２
月
３
日

・
第
58
回
広
報
委
員
会

▽
２
月
16
日

・
第
１
０
８
回
交
通
対
策
委
員
会

▽
２
月
22
日

・
第
45
回
適
正
化
事
業
委
員
会

▽
２
月
23
日

・
青
年
部
会
第
３
回
全
国
代
表

者
協
議
会

▽
２
月
24
日

・
平
成
28
年
度
青
年
部
会
全
国

大
会

Ｔ
Ｓ
（
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）情
報

大
部
屋
の
宿
泊
・
仮
眠
営

業
を
終
了

浜
松
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

浜
松
Ｔ
Ｓ
は
︑
１
月
31

日
を
も
っ
て
大
部
屋
（
10

室
）
の
宿
泊
お
よ
び
仮
眠

営
業
を
終
了
し
た
︒
個
室

（
14
室
）
は
今
後
も
継
続

し
て
営
業
す
る
︒

３
月
末
を
も
っ
て
閉
鎖

新
井
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

新
井
Ｔ
Ｓ
は
︑
３
月
31

日
㈮
18
時
を
も
っ
て
閉
鎖

す
る
︒

図

全10分冊に指導・監督指針（告示）12項目
を網羅（イメージ）

事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
研
修
テ
キ
ス
ト

今
号
に
チ
ラ
シ
を
折
込

　

準
中
型
免
許
の
創
設
に
伴

Ｄ
Ｆ
）
で
配
布
す
る
ほ
か
︑

日
本
貨
物
運
送
協
同
組
合
連

合
会
（
日
貨
協
連
）
が
書
籍

版
を
販
売
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
︒
詳
し
く
は
︑
全
ト
協

Ｈ
Ｐ
ま
た
は
︑
日
貨
協
連
Ｈ

Ｐ
を
参
照
の
こ
と
︒

い
︑
運
転
者
へ
の
指
導
・
監

督
指
針
（
国
交
省
告
示
第
１

３
６
６
号
）
が
平
成
28
年
４

月
に
改
正
さ
れ
︑
29
年
３
月

12
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
︒

　

こ
の
改
正
に
よ
り
︑
指
導

項
目
お
よ
び
内
容
が
一
部
追

加
さ
れ
た
ほ
か
︑
初
任
運
転

者
に
対
す
る
座
学
等
の
指
導

に
つ
い
て
は
︑
一
般
的
な
指
導

・
監
督
と
同
様
の
内
容
を
15

時
間
以
上
実
施
す
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
る
︒

　

こ
の
た
め
︑
全
日
本
ト
ラ

ッ
ク
協
会
で
は
︑
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
者
が
新
た
な
指
導

・
監
督
指
針
に
適
切
に
対
応

で
き
る
よ
う
︑
新
た
な
教
材

と
し
て
﹁
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー
研
修
テ
キ
ス
ト
﹂

を
制
作
し
て
い
る
︒ 

　

ま
た
︑
こ
の
テ
キ
ス
ト
は

全
ト
協
の
会
員
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
Ｈ
Ｐ
）
で
電
子
媒
体
（
Ｐ

　

年
間
２
５
０
社
に
フ
ル

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ

た
著
者
が
︑
交
通
事
故
半

減
の
た
め
の
取
り
組
み
事

例
を
紹
介
・
解
説
す
る

﹃
社
長
の
決
意
で
交
通
事

故
を
半
減
！　

社
員
を
守

る
ト
ラ
ッ
ク
運
輸
事
業
者

の
５
つ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
﹄（
山

本
昌
幸
著
︑
労
働
調
査

会
）︒﹁
交
通
事
故
削
減
に

効
く
就
業
規
則
の
作
り

方
﹂
を
提
案
・
指
南
す
る

一
冊
︒１
７
２
８
円（
税
込
）︒

書
籍
紹
介

保養施設

（公財）貨物自動車運送事業振興センター

　当センター運営の保養施設「道後やすらぎ荘」（愛媛県松山
市道後鷺谷町434-3）は、平成29年3月31日㈮をもって閉鎖
することとなりました。
　昭和60年の開設以来、長年多くの皆様にご利用いただいて
おりましたが、近年の運営環境の変化等に伴い、やむなく閉
鎖することに至りました。
　長らくのご愛顧、誠にありがとうございました。

閉鎖のお知らせ
 「道後やすらぎ荘」 

「都道府県ト協における様々な取り組み
事例」紹介ページ（全ト協ＨＰ）

申
請
は
２
月
24
日
ま
で

テ
ー
ル
ゲ
ー
ト
リ
フ
タ
ー
補
助
金
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

N
ew

s 2017.1.15—
2.1

　
﹁
雪
が
降
る
の
は
分
か
っ
て
い

た
の
で
す
が
︑
ま
さ
か
こ
こ
ま

で
積
も
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た

の
で
す
﹂
︱
︱
数
日
前
か
ら
１

０
０
％
の
降
雪
予
報
が
出
て
い

た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
︑
タ
イ

ヤ
チ
ェ
ー
ン
を
持
た
ず
に
夏
用

タ
イ
ヤ
の
ま
ま
観
光
地
へ
出
か

け
た
結
果
︑
雪
道
で
﹁
立
ち
往

生
﹂
を
起
こ
し
て
し
ま
う
と
い

う
ニ
ュ
ー
ス
が
新
年
早
々
流
れ

ま
し
た
︒
冒
頭
の
言
葉
は
︑
そ

の
立
ち
往
生
を
起
こ
し
た
ド
ラ

イ
バ
ー
が
︑
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に

答
え
た
時
の
発
言
で
す
︒

　

立
ち
往
生
が
発
生
し
た
場
所

は
︑
正
月
恒
例
﹁
箱
根
駅
伝
﹂

の
往
路
ゴ
ー
ル
に
近
い
山
間
部

で
す
︒
晴
れ
て
い
れ
ば
最
高
の

ド
ラ
イ
ブ
コ
ー
ス
で
す
が
︑
天

気
が
一
変
し
て
雪
が
降
り
始
め

れ
ば
︑
わ
ず
か
な
時
間
で
銀
世

界
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
︒
運
よ

く
降
雪
が
長
く
は
続
か
な
か
っ

た
た
め
大
事
に
は
至
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
︑
短
時
間
で
60
台
の

立
ち
往
生
が
起
き
た
の
で
す
︒

　

立
ち
往
生
が
発
生
し
た
道
路

の
映
像
を
見
る
と
︑
雪
が
水
分

で
ド
ロ
ド
ロ
に
な
っ
た
シ
ャ
ー
ベ

ッ
ト
路
面
に
変
わ
っ
て
い
て
︑

新
品
の
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ

を
装
着
し
て
い
て
も
運
転
が
難

し
い
状
態
に
な
っ
て
い
ま
し
た
︒

路
面
が
変
化
し
た
理
由
は
お
そ

ら
く
︑﹁（
タ
イ
ヤ
の
ゴ
ム
が
寒

さ
で
石
の
よ
う
に
硬
化
し
︑
雪

路
面
と
摩
擦
す
る
能
力
を
完
全

に
失
っ
た
）
夏
用
タ
イ
ヤ
の
ス

リ
ッ
プ
空
転
に
よ
っ
て
雪
が
溶

け
た
こ
と
に
よ
る
も
の
﹂で
す
︒

何
十
台
も
の
動
け
な
く
な
っ
た

ク
ル
マ
が
︑
雪
の
上
で
ア
ク
セ

ル
を
踏
み
込
み
︑
タ
イ
ヤ
を
回

転
さ
せ
た
こ
と
で
﹁
シ
ャ
ー
ベ
ッ

ト
沼
﹂
を
作
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
︒

　

路
面
が
こ
う
な
っ
て

し
ま
う
と
︑
た
と
え
ス

タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
で

も
︑
ゴ
ム
の
鮮
度
が
古

け
れ
ば
太
刀
打
ち
で
き

ま
せ
ん
︒
雪
道
の
ま
ま

で
あ
れ
ば
︑
何
と
か
走

行
で
き
た
も
の
で
も
︑

シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
路
面
に

な
る
と
話
が
大
き
く
変

わ
り
ま
す
︒
夏
用
タ
イ

第69回 「雪道で『立ち往生』を起こしたドライバーの発言に驚く」

ヤ
の
よ
う
な
ス
リ
ッ
プ
空
転
ま

で
は
い
か
な
く
て
も
︑
傾
斜
が

緩
や
か
な
上
り
坂
で
さ
え
登
る

こ
と
に
苦
労
し
︑
仮
に
登
り
切

れ
た
と
し
て
も
︑
下
り
坂
で
は

止
ま
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い

う
危
険
な
状
況
に
な
り
ま
す
︒

チ
ェ
ー
ン
を
巻
け
ば
走
行
で
き

る
可
能
性
は
高
く
な
り
ま
す

が
︑
正
直
な
と
こ
ろ
︑
ス
タ
ッ

ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
を
装
着
し
た
う

え
で
チ
ェ
ー
ン
も
携
行
す
る﹁
超

安
全
ド
ラ
イ
バ
ー
﹂
は
ご
く
少

数
で
す
︒
チ
ェ
ー
ン
携
行
を
周

知
す
る
の
は
大
事
で
す
が
︑
そ

の
前
段
階
と
し
て
︑
夏
用
タ
イ

ヤ
装
着
車
の
流
入
を
徹
底
的
に

防
ぐ
必
要
が
あ
り
ま
す
︒
そ
う

し
な
い
と
︑
冬
場
の
﹁
長
距
離

ド
ラ
イ
ブ
離
れ
﹂
が
加
速
し
か

ね
ま
せ
ん
︒

　

冒
頭
の
発
言
か
ら
分
か
る
よ

う
に
︑
非
降
雪
地
域
で
は
雪
道

で
の
運
転
に
対
す
る
意
識
が
非

常
に
低
い
こ
と
か
ら
︑
こ
う
し

た
現
状
を
少
し
で
も
好
転
さ
せ

た
い
と
こ
ろ
で
す
︒

　

実
は
︑
私
も
そ
の
立
ち
往
生

が
発
生
す
る
１
週
間
前
に
︑
同

じ
箱
根
の
山
間
部
を
自
身
の
ク

ル
マ
で
走
行
し
ま
し
た
︒
そ
の

日
の
天
気
予
報
は
晴
れ
で
し
た

が
︑
残
念
な
こ
と
に
周
辺
の
冬

用
タ
イ
ヤ
装
着
率
は
１
ケ
タ
台

と
い
う
状
態
で
し
た
︒
そ
の
よ

う
な
場
合
は
︑
万
が
一
雪
が
降

っ
た
時
の
自
己
防
衛
︑
つ
ま
り

立
ち
往
生
に
巻
き
込
ま
れ
な
い

た
め
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し

て
お
く
こ
と
も
重
要
で
す
︒

　

例
え
ば
電
車
に
切
り
替
え

る
︑
も
し
く
は
と
り
あ
え
ず
目

的
地
の
近
く
ま
で
ク
ル
マ
で
行

き
︑
立
ち
往
生
が
起
こ
り
そ
う

な
気
配
を
感
じ
た
ら
︑
駅
近
く

の
コ
イ
ン
パ
ー
キ
ン
グ
に
止
め
︑

そ
こ
か
ら
は
電
車
で
移
動
す

る
︑
と
い
う
よ
う
に
︑
雪
道
で

の
立
ち
往
生
に
関
す
る
規
制
が

強
化
さ
れ
る
ま
で
は
︑
立
ち
往

生
を
回
避
す
る
方
法
を
絶
え
ず

考
え
て
行
動
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
︒

まちがいさがしまちがいさがし
答え合わせ

　「広報とらっく」1月1日号掲載の『ま
ちがいさがし』の正解は、下記の20か
所でした。正解者の中から抽選で20名
様に記念品をプレゼントします。なお、
当選者の発表は賞品の発送をもって代
えさせていただきます。多数のご応募
ありがとうございました。

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
に
お

け
る
中
継
輸
送
実
証
実
験
モ

デ
ル
事
業
の
第
３
回
有
識
者

検
討
会
で
の
決
定
に
基
づ

き
︑
中
小
運
送
事
業
者
計
５

組
が
２
月
上
旬
に
か
け
て
中

継
輸
送
の
実
証
実
験
を
行
う
︒

　

都
市
相
互
間
が
３
組
︑
都

市
～
地
方
間
が
２
組
で
︑
事

業
協
同
組
合
が
仲
介
す
る
こ

と
で
事
業
者
同
士
の
組
合
せ

が
決
ま
っ
た
点
が
特
徴
だ
︒

　

中
継
方
式
は
︑
貨
物
積
み

替
え
方
式
が
２
組
︑
ド
ラ
イ

バ
ー
交
替
方
式
が
３
組
で
︑

中
継
地
点
は
︑
同
業
他
社
の

倉
庫
︑
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
︑
協
同
組
合
施
設
︑
ガ

ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
な
ど
多
様

だ
︒

　

対
象
貨
物
も
飲
料
︑
加
工

食
品
︑
家
電
︑
建
材
︑
米
な

ど
様
々
︒

　

ド
ラ
イ
バ
ー
交
替
方
式
で

の
中
継
輸
送
を
実
施
す
る
に

当
た
っ
て
の
事
業
者
の
﹁
３
つ

の
悩
み
﹂
は
︑
①
法
的
に
問

題
は
な
い
か
②
協
定
に
必
要

な
項
目
は
何
か
③
車
両
や
貨

物
事
故
を
起
こ
し
た
場
合
︑

ど
う
し
た
ら
よ
い
か
︱
︱
と

 

総
合
効
率
化
計
画２

件
認
定

改
正
物
効
法
施
行
後
で
10
件

　

国
土
交
通
省
は
１
月
16

日
︑
百
年
住
宅
㈱
等
か
ら
申

請
の
あ
っ
た
︑
改
正
物
流
総

合
効
率
化
法
に
基
づ
く
総
合

効
率
化
計
画
２
件
を
認
定
し

た
︒
こ
れ
に
よ
り
︑
昨
年
10

月
の
同
法
施
行
後
に
認
定
さ

れ
た
計
画
は
計
10
件
と
な
っ

た
︒

　

そ
の
う
ち
１
件
は
船
舶
を

活
用
し
た
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト

で
︑
実
施
事
業
者
は
百
年
住

い
っ
た
点
︒
国
交
省
で
は
︑

車
両
相
互
使
用
に
関
す
る
通

達
を
発
出
し
て
お
り
︑
事
前

に
協
定
を
結
べ
ば
問
題
な
く

実
施
で
き
る
こ
と
を
示
し
つ

つ
︑
協
定
書
に
盛
り
込
む
べ

き
条
項
や
︑
貨
物
事
故
・
車

両
事
故
に
備
え
て
検
討
す
べ

き
保
険
の
内
容
等
を
整
理
し

た
﹁
手
順
書
﹂
を
今
年
度
内

に
と
り
ま
と
め
︑
中
継
輸
送

の
普
及
・
実
用
化
を
図
る
こ

と
と
し
て
い
る
︒

宅
︑
セ
ン
コ
ー
の
２
社
︒
愛

知
県
小
牧
市
か
ら
宮
城
県
石

巻
市
ま
で
の
住
宅
部
材
輸
送

の
う
ち
︑
名
古
屋
港
か
ら
仙

台
港
ま
で
は
船
舶
で
輸
送
す

る
︒
年
間
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量

を
28
％
削
減
す
る
ほ
か
︑
ド

ラ
イ
バ
ー
運
転
時
間
を
84
％

削
減
す
る
︒

　

も
う
１
件
は
鉄
道
を
利
用

し
た
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
で
︑

実
施
事
業
者
は
日
本
通
運

㈱
︑
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
㈱
︑
キ

リ
ン
ビ
ー
ル
㈱
︑
日
本
貨
物

鉄
道
㈱
︒
北
陸
エ
リ
ア
へ
の

飲
料
輸
送
に
つ
い
て
︑
同
業

他
社
（
ア
サ
ヒ
︑
キ
リ
ン
）

が
連
携
し
て
ト
ラ
ッ
ク
輸
送

か
ら
鉄
道
に
切
り
替
え
る
も

の
で
︑
鉄
道
貨
物
の
利
用
率

が
低
い
関
西
～
北
陸
へ
の
下

り
路
線
の
輸
送
力
を
活
用
す

る
︒
こ
れ
ま
で
北
陸
向
け
は
︑

名
古
屋
工
場
な
ど
か
ら
ト
ラ

ッ
ク
輸
送
し
て
い
た
が
︑
供

給
工
場
を
関
西
に
変
え
︑
吹

田
～
金
沢
間
を
鉄
道
に
シ
フ

ト
し
︑
金
沢
か
ら
は
ト
ラ
ッ

ク
で
共
同
配
送
す
る
︒
年
間

の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
56
％
削

減
す
る
ほ
か
︑
ド
ラ
イ
バ
ー

の
運
転
時
間
を
35
％
削
減
す

る
こ
と
が
で
き
る
︒

 

モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
補
助
金

二
次
公
募
18
件
を
交
付
決
定

　

国
土
交
通
省
は
１
月
16

日
︑
平
成
28
年
度
の
モ
ー
ダ

ル
シ
フ
ト
等
推
進
事
業
費
補

助
金
二
次
公
募
の
案
件
に
つ

い
て
︑
計
画
策
定
経
費
補
助

（
今
後
︑
物
流
総
合
効
率
化

法
に
基
づ
く
計
画
認
定
を
目

指
す
案
件
へ
の
補
助
）13
件
︑

運
行
経
費
補
助
（
改
正
物
効

法
に
基
づ
く
計
画
認
定
を
受

け
た
事
業
へ
の
補
助
）
５
件

計
18
件
を
認
定
し
︑
交
付
決

定
し
た
︒
18
件
合
計
の
交
付

決
定
額
は
２
４
４
６
万
円
︒

 

日
常
点
検
整
備
及
び
一
定

走
行
後
の
増
し
締
め
の
再

徹
底
を
呼
び
掛
け 

　

車
両
総
重
量
８
㌧
ン
以
上

の
大
型
ト
ラ
ッ
ク
は
︑
ホ
イ

ー
ル
・
ボ
ル
ト
折
損
や
ホ
イ

ー
ル
・
ナ
ッ
ト
の
脱
落
に
よ

り
車
輪
が
脱
落
し
た
場
合
︑

歩
行
者
や
他
の
車
両
の
乗
員

に
大
き
な
被
害
を
与
え
る
可

能
性
が
あ
り
︑
国
土
交
通
省

で
は
従
来
か
ら
同
事
故
の
防

 

１
月
27
日
か
ら
申
請
開
始

 

サ
ー
ビ
ス
等
生
産
性
向

上
Ｉ
Ｔ
導
入
支
援
事
業

　

経
済
産
業
省
の
平
成
28
年

度
補
正
予
算
で
︑﹁
サ
ー
ビ

ス
等
生
産
性
向
上
Ｉ
Ｔ
導
入

支
援
事
業
﹂が
導
入
さ
れ
る
︒

こ
の
事
業
は
︑
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
等
が
生
産
性

止
に
向
け
周
知
を
行
っ
て
い

る
︒
ま
た
︑
平
成
28
年
４
月

か
ら
12
月
ま
で
の
車
輪
脱
落

事
故
発
生
件
数
は
29
件
（
速

報
値
）と
前
年
同
期（
28
件
）

よ
り
も
多
く
な
っ
て
い
る
状

況
に
あ
る
︒
こ
の
た
め
︑
国

交
省
で
は
︑
同
事
故
の
月
別

発
生
件
数
の
ピ
ー
ク
と
な
る

２
月
を
前
に
自
動
車
関
係
団

体
を
通
じ
︑
大
型
自
動
車
等

の
ユ
ー
ザ
ー
に
対
し
て
︑日
常

（
運
行
前
）点
検
で
の
確
認
︑

一
定
走
行
（
50
～
１
０
０
㌔

㍍
）
後
の
増
し
締
め
を
再
徹

底
す
る
こ
と
に
よ
り
︑
同
事

故
の
防
止
を
呼
び
掛
け
て
い

る
︒

や
経
営
力
を
高
め
る
た
め

に
︑
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
（
ソ
フ
ト

ウ
エ
ア
︑
サ
ー
ビ
ス
等
）
を

導
入
す
る
場
合
︑
そ
の
費
用

の
３
分
の
２
以
内
︑
上
限
１

０
０
万
円
︑
下
限
20
万
円
が

補
助
さ
れ
る
も
の
︒
ビ
ジ
ネ

ス
プ
ロ
セ
ス
を
抜
本
的
に
効

率
化
す
る
た
め
︑
単
体
機
能

で
の
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
の
導
入
支

援
で
は
な
く
︑
複
数
の
機
能

を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
し
た
サ
ー

ビ
ス
の
導
入
支
援
を
行
う
こ

と
で
︑
生
産
性
の
向
上
効
果

を
最
大
限
引
き
出
す
こ
と
を

目
指
し
て
い
る
︒

　

補
助
対
象
と
な
る
Ｉ
Ｔ
ツ

ー
ル
は
︑
サ
ー
ビ
ス
等
生
産

性
向
上
Ｉ
Ｔ
導
入
支
援
事
業

事
務
局
に
︑
あ
ら
か
じ
め
登

録
さ
れ
︑
同
事
務
局
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
補
助
対
象
と
し

て
公
開
さ
れ
て
い
る
も
の
︒

　

今
年
１
月
27
日
に
︑
Ｉ
Ｔ

導
入
支
援
事
業
者
︑
Ｉ
Ｔ
ツ

ー
ル
の
採
択
・
公
表
が
行
わ

れ
る
と
同
時
に
︑
補
助
金
交

付
申
請
が
ス
タ
ー
ト
し
た
︒

申
請
の
締
切
り
は
２
月
28
日
︒

　

な
お
︑
交
付
決
定
前
に
行

わ
れ
る
事
業
に
つ
い
て
は
︑

補
助
対
象
外
と
な
る
の
で
注

意
が
必
要
︒

　

 

お
問
い
合
わ
せ
は
︑﹁
サ

ー
ビ
ス
等
生
産
性
向
上
Ｉ
Ｔ

導
入
支
援
事
業
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
﹂（
☎
０
５
７
０
・
０
１

３
・
３
３
０
﹇
受
付
時
間 

９

時
30
分
～
17
時
30
分
（
土
・

日
曜
・
祝
日
除
く
﹈）

中
継
輸
送
で
実
証
実
験

中
小
事
業
者
５
組
が
参
加

　

国
土
交
通
省
は
１
月
23
日

か
ら
︑
貨
物
自
動
車
運
送
事

業
に
お
け
る
中
継
輸
送
実
証

実
験
を
開
始
し
た
︒
実
験
最

初
の
運
行
は
㈱
テ
ィ
ス
コ
運

輸
と
㈱
ジ
ー
・
ア
ー
ル
・
ト

ラ
ン
ス
に
よ
り
︑
福
島
県
を

中
継
拠
点
と
し
︑
山
形
県
と

埼
玉
県
・
群
馬
県
間
の
運
送

を
行
っ
た
も
の
︒
こ
の
ほ
か
︑

　

国
土
交
通
省
は
︑
ト
ラ
ッ

ク
運
送
事
業
者
の
取
引
条
件

の
改
善
や
生
産
性
向
上
に
役

立
つ
方
策
に
つ
い
て
周
知
す

る
た
め
︑
全
国
で
﹁
ト
ラ
ッ

ク
運
送
に
お
け
る
生
産
性
向

上
セ
ミ
ナ
ー
﹂を
実
施
す
る
︒

　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
表
の
通

り
で
︑
２
月
14
日
の
東
京
会

場
を
皮
切
り
に
全
国
９
か
所

で
開
催
さ
れ
︑
国
交
省
が
と

り
ま
と
め
た
﹃
価
格
交
渉
ノ

ウ
ハ
ウ
・
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
﹄
や

﹃
ト
ラ
ッ
ク
運
送
に
お
け
る

生
産
性
向
上
方
策
に
関
す
る

手
引
き
﹄
の
内
容
の
紹
介
︑

生
産
性
向
上
に
関
す
る
事
例

紹
介
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

予
定
し
て
い
る
︒

　

参
加
希
望
者
は
︑
各
会
場

と
も
に
開
催
１
週
間
前
ま
で

に
︑
メ
ー
ル
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

 

長
時
間
労
働
を
監
督

４
４
１
６
事
業
場
に

是
正
指
導

　

厚
生
労
働
省
は
１
月
17

日
︑
平
成
28
年
４
月
～
９
月

に
︑
長
時
間
労
働
が
疑
わ
れ

る
１
万
59
事
業
場
に
対
し
て

実
施
し
た
監
督
指
導
結
果
を

ま
と
め
︑
発
表
し
た
︒

　

こ
の
監
督
・
指
導
は
︑
１

か
月
当
た
り
80
時
間
を
超
え

る
残
業
が
行
わ
れ
た
疑
い
の

あ
る
事
業
場
や
︑
長
時
間
労

働
に
よ
る
過
労
死
な
ど
に
関

す
る
労
働
災
害
請
求
が
あ
っ

た
事
業
場
が
対
象
︒

　

１
万
59
事
業
場
の
う
ち
︑

全
体
の
66
％
に
当
た
る
６
６

５
９
事
業
場
で
労
働
基
準
関

係
法
令
違
反
が
認
め
ら
れ
︑

こ
の
う
ち
︑
違
法
な
時
間
外

労
働
が
あ
っ
た
４
４
１
６
事

業
場
（
44
％
）
に
対
し
て
是

で
申
し
込
み
可
能
︒

　

お
問
い
合
わ
せ
は
︑
㈱
野

村
総
合
研
究
所
社
会
シ
ス
テ

ム
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
部
ト

ラ
ッ
ク
運
送
に
お
け
る
生

産
性
向
上
セ
ミ
ナ
ー
担
当

（trucksem
inar@

nri.
co.jp

）
ま
で
︒

正
・
改
善
に
向
け
た
指
導
を

行
っ
た
︒
こ
の
ほ
か
︑
賃
金

不
払
い
残
業
が
あ
っ
た
の
は

６
３
７
事
業
場
︑
過
重
労
働

に
よ
る
健
康
障
害
防
止
措
置

未
実
施
が
１
０
４
３
事
業
場

だ
っ
た
︒

　

違
法
な
時
間
外
労
働
の
あ

っ
た
４
４
１
６
事
業
場
の
う

ち
︑
月
80
時
間
を
超
え
る
残

業
が
認
め
ら
れ
た
の
は
３
４

５
０
事
業
場（
78
％
）だ
っ
た
︒

　

監
督
指
導
事
例
の
う
ち
︑

陸
上
貨
物
取
扱
業（
引
越
業
）

で
は
︑
自
動
車
運
転
者
４
人

に
つ
い
て
︑
36
協
定
で
定
め

る
上
限
時
間
（
月
１
２
５
時

間
）
を
超
え
て
違
法
な
時
間

外
労
働
を
行
わ
せ
る
と
と
も

に
︑
改
善
基
準
告
示
を
超
え

て
労
働
さ
せ
て
い
た
た
め
︑

労
働
基
準
法
違
反
お
よ
び
改

善
基
準
違
反
を
是
正
勧
告
し

た
︒

 

高
校
新
卒
者
の
就
職
内
定

率
が
前
年
度
よ
り
向
上

求
人
数
増
に
伴
い

新
卒
者
獲
得
が
厳
し
く

　

厚
生
労
働
省
は
１
月
20

日
︑
平
成
29
年
３
月
に
高
校

を
卒
業
す
る
生
徒
に
つ
い
て
︑

28
年
11
月
末
現
在
の
公
共
職

業
安
定
所（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）

求
人
に
お
け
る
求
人
・
求
職

・
内
定
状
況
を
取
り
ま
と
め

た
︒

　

同
調
査
で
は
︑
学
校
や
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
の
職
業
紹

介
を
希
望
し
た
生
徒
に
つ
い

て
︑
求
人
・
求
職
・
内
定
状

況
を
取
り
ま
と
め
て
い
る
︒

そ
れ
に
よ
る
と
︑
就
職
内
定

率
は
87
・
０
％
（
前
年
同
期

比
１
・
２
ポ
イ
ン
ト
増
）︑

就
職
内
定
者
数
は
約
15
万
４

０
０
０
人（
同
１
・
３
％
増
）︒

求
職
者
数
は
︑
前
年
と
同
じ

約
17
万
７
千
人
と
な
っ
た
一

方
で
︑
求
人
数
は
同
10
・
２

％
増
と
な
る
約
37
万
７
０
０

０
人
と
な
っ
た
︒
な
お
︑
産

業
別
で
は
︑
運
輸
業
・
郵
便

業
の
求
人
数
は
同
14
・
３
％

増
と
な
っ
て
い
る
︒

　

近
年
の
高
校
新
卒
者
の
就

職
内
定
率
の
推
移
は
︑
図
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
︒
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
な
ど
に
よ

り
22
年
に
は
就
職
内
定
率
は

大
き
く
減
少
し
た
が
︑
近
年

就
職
内
定
率
は
増
加
傾
向
に

あ
る
︒
求
職
者
数
は
︑
少
子

化
の
影
響
に
よ
り
減
少
傾
向

と
な
っ
て
い
る
一
方
︑
求
人

倍
率
は
23
年
に
１
・
03
倍
ま

で
落
ち
込
ん
だ
も
の
の
︑
以

降
は
増
加
傾
向
に
あ
り
︑
29

年
3
月
卒
で
は
２
・
13
倍
に

ま
で
拡
大
し
て
い
る
︒

　

堅
調
な
我
が
国
景
気
と
労

働
力
人
口
減
少
に
伴
う
深
刻

な
人
手
不
足
を
背
景
に
︑
多

く
の
業
界
で
高
校
新
卒
者
求

人
数
が
増
加
し
て
お
り
︑
他

業
種
と
の
高
校
新
卒
者
獲
得

競
争
が
激
し
く
な
っ
て
き
て

い
る（
関
連
記
事
６
・
７
面
）︒

 

３
月
７
日
、
品
川
で
人
材

確
保
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

無
料
個
別
相
談
会
も

　

３
月
７
日
㈫
18
時
か
ら
︑

東
京
都
港
区
の
Ｔ
Ｋ
Ｐ
品
川

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー

・
バ
ン
ケ
ッ
ト
ホ
ー
ル
４
Ｊ

に
て
︑﹁
人
手
不
足
時
代
の

人
材
確
保
に
﹃
効
く
﹄
セ
ミ

ナ
ー
﹂
が
開
催
さ
れ
る
︒

　

同
セ
ミ
ナ
ー
は
︑
厚
生
労

働
省
の
委
託
事
業
と
し
て
㈱

三
菱
総
合
研
究
所
が
主
催
す

る
も
の
で
︑
人
材
確
保
・
人

材
定
着
の
視
点
か
ら
︑
講
演

や
事
例
紹
介
（
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
）な
ど
を
行
う
︒

　

定
員
は
１
０
０
人
︑
参
加

費
は
無
料
と
な
っ
て
お
り
︑

同
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ

び
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
ら
申
込
が
可
能

（
３
月
２
日
㈭
締
切
）︒

　

お
問
い
合
わ
せ
は
︑
三
菱

総
合
研
究
所
（
☎
03
・
６
７

０
５
・
６
１
３
７
）
ま
で
︒

表  開催スケジュール
会　場 日　時 場　所

札　幌 2 月28 日㈫
13:00 ～ 16:30 TKPガーデンシティ札幌駅前

仙　台 2 月20 日㈪
13:00 ～ 16:30 TKPガーデンシティPREMIUM 仙台東口

東　京 2 月14 日㈫
13:00 ～ 16:30 TKP 東京駅大手町カンファレンスセンター

新　潟 3 月3 日㈮
13:00 ～ 16:30 万代シルバーホテル

名古屋 2 月16 日㈭
13:00 ～ 16:30 TKPガーデンシティ名古屋新幹線口

大　阪 2 月22 日㈬
13:00 ～ 16:30 TKPガーデンシティ大阪梅田

広　島 2 月24 日㈮
13:00 ～ 16:30 TKPガーデンシティPREMIUM 広島駅前

高　松 2 月23 日㈭
13:00 ～ 16:30 高松センタービル

福　岡 3 月2 日㈭
13:00 ～ 16:30 TKPガーデンシティ博多新幹線口

図 高校新卒者のハローワーク求人に係る
就職内定率の推移（11月末現在）
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﹁
従
業
員
の
労
働
時
間
と

働
き
方
に
関
す
る
調
査
﹂

回
答
期
間
延
長
し
協
力
求
め
る

　

厚
生
労
働
省
で
は
︑
全
国

の
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
と

労
働
者
を
対
象
に
︑
従
業
員

の
労
働
時
間
と
働
き
方
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
て
い
る
︒

　

対
象
は
︑
無
作
為
に
抽
出

さ
れ
た
４
０
０
０
社
お
よ
び

各
企
業
の
ド
ラ
イ
バ
ー
４
万

人
で
︑
１
月
６
日
に
調
査
票

を
郵
送
︒
１
月
23
日
㈪
ま
で

の
返
信
を
求
め
て
い
た
が
︑

こ
の
た
び
締
切
日
を
２
月
15

日
㈬
に
延
長
し
︑
未
回
答
の

企
業
に
対
し
て
回
答
へ
の
協

力
を
求
め
て
い
る
︒

　

同
調
査
は
︑
従
業
員
の
労

働
実
態
や
健
康
状
態
︑
過
重

労
働
の
防
止
の
た
め
の
課
題

等
に
つ
い
て
把
握
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
︑
27
年
度
か

ら
実
施
さ
れ
て
い
る
︒

中継地点で互いの車両の操作をレク

GRトランスのドライバーがティスコ運輸の車両を点検

全
国
９
会
場
で
生
産
性
向
上
セ
ミ
ナ
ー
開
催

荷
主
と
の
連
携
事
例
紹
介
等
も

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
235
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

労災ひとくちメモ

　「4S 活 動 」 と は、「 整 理 (Seiri)」「 整 頓 (Seiton)」「 清 掃
(Seiso)」「清潔 (Seiketsu)」を日常的に行うことです。4S 活動
は、労働災害防止だけではなく、作業の効率化にも効果があり
ます。

　◎整理… 必要な物と不要な物に分けて、不要な物を処分す
ること

　◎整頓… 必要な物をすぐ取り出せるように、分かりやすく
安全な状態で配置すること

　◎清掃… 作業する場所や身の回りのほか、廊下や共有スペ
ースのゴミや汚れを取り除くこと

　◎清潔… 職場や機械、用具などのゴミをきれいに取って清
掃した状態を続けること。作業員自体も、身体、
服装、身の回りを汚れのない状態にしておくこと

　4S 活動は、職場を単にきれいにするという表面的なことで
はなく、職場の安全と作業者の健康を守り、そして生産性を向
上させるための教育プログラムです。そして、何よりも大切な
のは、好ましい状態を維持することなのです。

⑧労災を防ぐために
「安全活動」に取り組みましょう①
〜「4S活動」とは、労働災害の原因を取り除くこと〜
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な
り
︑
そ
れ
に
連
れ
て
元
自

衛
官
の
採
用
も
増
え
て
い
っ

た
の
だ
と
い
う
︒

　

元
自
衛
官
10
人
の
内
訳
を

み
る
と
︑
１
人
が
航
空
自
衛

隊
︑
も
う
１
人
が
海
上
自
衛

隊
の
出
身
で
あ
る
が
︑
残
る

８
人
が
陸
上
自
衛
隊
の
出
身

で
あ
る
︒
な
お
︑
今
年
４
月

に
入
社
す
る
４
人
も
陸
上
自

衛
隊
出
身
者
だ
︒

　

陸
上
自
衛
隊
出
身
者
の
ほ

と
ん
ど
が
︑
普
通
科
で
の
任

務
を
経
験
し
て
き
て
い
る
︒

普
通
科
に
所
属
す
る
自
衛
官

は
全
国
で
13
万
人
程
度
お

り
︑
自
衛
官
の
中
で
は
最
も

多
い
︒
有
事
に
は
地
上
戦
闘

の
骨
幹
部
隊
と
し
て
前
面
に

立
つ
一
方
︑
大
規
模
災
害
発

　

若
い
元
自
衛
官
の
採
用
に

踏
み
切
る
企
業
が
︑
近
年
増

加
傾
向
に
あ
る
︒
一
方
で
︑

こ
れ
ま
で
国
の
た
め
に
尽
く

し
て
き
た
元
自
衛
官
と
︑
利

益
を
追
求
す
る
立
場
の
企
業

と
の
考
え
方
の
ミ
ス
マ
ッ
チ

か
ら
︑
職
場
環
境
の
大
き
な

変
化
に
悩
み
︑
早
期
退
職
し

て
し
ま
う
元
自
衛
官
も
少
な

く
な
い
と
い
う
︒と
こ
ろ
が
︑

同
社
で
は
こ
れ
ま
で
多
く
の

元
自
衛
官
を
採
用
し
て
い
る

が
︑
同
社
の
環
境
に
溶
け
込

み
︑
長
い
間
勤
務
し
続
け
て

い
る
そ
う
だ
︒
そ
こ
で
︑
同

社
に
お
け
る
元
自
衛
官
へ
の

対
応
に
つ
い
て
尋
ね
た
︒

　

一
般
的
に
︑
元
自
衛
官
は

﹁
自
衛
隊
で
規
律
心
や
責
任

感
を
養
い
︑
人
格
的
に
優
れ

て
い
る
﹂︑
ま
た
︑﹁
厳
し
い

訓
練
で
鍛
え
ら
れ
て
体
力
面

で
優
れ
て
い
る
﹂
と
捉
え
ら

れ
が
ち
な
と
こ
ろ
が
あ
る
︒

生
時
に
は
被
災
地
に
派
遣
さ

れ
︑復
興
作
業
に
従
事
す
る
︒

有
事
の
際
に
は
大
き
な
柱
と

な
っ
て
任
務
を
遂
行
す
る
こ

と
か
ら
︑
普
通
科
所
属
の
陸

上
自
衛
官
は
︑
特
に
我
が
国

に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
と

い
え
る
だ
ろ
う
︒

　

現
在
︑
大
企
業
か
ら
中
小

企
業
に
至
る
ま
で
︑
多
く
の

企
業
に
お
い
て
退
職
自
衛
官

の
雇
用
が
進
め
ら
れ
て
い
る
︒

同
社
に
お
い
て
も
︑﹁
我
が
国

で
事
業
を
行
う
運
送
事
業
者

と
し
て
︑
我
が
国
へ
の
貢
献

を
続
け
て
い
き
た
い
﹂（
長
田

社
長
）
と
の
思
い
か
ら
︑
継

続
し
て
退
職
自
衛
官
の
雇
用

を
続
け
て
い
く
構
え
だ
︒

し
か
し
な
が
ら
︑
自
衛
隊
で

養
っ
て
き
た
こ
う
し
た
長
所

は
︑
自
衛
隊
退
職
後
は
ど
う

し
て
も
次
第
に
薄
れ
て
く
る
︒

一
方
で
︑
雇
用
し
た
企
業
の

多
く
は
元
自
衛
官
に
対
し
て

﹁
優
れ
た
規
律
・
人
格
﹂﹁
優

れ
た
体
力
﹂を
イ
メ
ー
ジ
し
︑

過
度
に
期
待
し
て
し
ま
う
︒

そ
う
し
た
ギ
ャ
ッ
プ
に
多
く

の
元
自
衛
官
が
悩
み
︑
結
果

と
し
て
早
期
退
職
に
繋
が
っ

て
し
ま
う
︒
単
純
に
﹁
人
手

不
足
の
解
消
に
繋
が
る
﹂﹁
即

戦
力
と
し
て
期
待
で
き
る
﹂

か
ら
と
い
う
理
由
で
入
社
さ

せ
て
し
ま
う
と
︑
雇
用
す
る

側
・
さ
れ
る
側
の
双
方
が
納

得
で
き
る
よ
う
な
結
果
に
繋

が
り
づ
ら
い
の
で
は
な
い
か

︱
︱
と
︑
長
田
社
長
は
推
測

し
て
い
る
︒

　

同
社
で
は
︑
入
社
し
て
き

た
元
自
衛
官
を
特
別
扱
い
す

る
こ
と
は
な
く
︑
一
般
の
従

業
員
と
同
じ
よ
う
に
扱
っ
て

い
る
と
い
う
︒
運
送
会
社
へ

の
入
社
は
︑
元
自
衛
官
に
と

っ
て
は
﹁
ゼ
ロ
か
ら
の
出
発
﹂

で
あ
る
︒
元
自
衛
官
で
あ
っ

て
も
︑
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
や

荷
役
作
業
は
一
般
社
員
と
同

じ
よ
う
に
︑
顧
客
を
満
足
さ

せ
る
高
い
品
質
レ
ベ
ル
で
こ

な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
︒

同
社
で
は
﹁
安
全
に
勝
る
も

の
無
し
﹂﹁
法
令
遵
守
︑
規

則
・
ル
ー
ル
の
厳
守
﹂﹁
人

格
形
成
﹂
と
い
う
重
点
方
針

を
実
現
さ
せ
る
べ
く
︑
元
自

衛
官
に
対
し
て
も
一
般
社
員

と
同
様
に
社
内
教
育
を
徹
底

し
て
行
っ
て
い
る
︒

　

元
自
衛
官
の
採
用
に
あ
た

っ
て
︑
同
社
で
は
ト
ラ
ッ
ク
の

運
転
経
験
に
つ
い
て
は
あ
え

て
不
問
と
し
て
い
る
︒
元
自

衛
官
は
大
型
免
許
を
取
得
し

て
い
る
が
︑﹁
大
型
車
は
自

衛
隊
用
自
動
車
に
限
る
﹂
と

い
う
限
定
免
許
で
あ
る
こ
と

が
多
い
︒
元
自
衛
官
に
と
っ

て
も
︑
自
衛
隊
車
両
の
運
転

経
験
は
あ
っ
て
も
︑
一
般
的

な
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
経
験
に

は
乏
し
い
︒

　

そ
こ
で
︑
同
社
で
は
入
社

後
ま
ず
大
型
免
許
の
限
定
解

除
を
行
っ
た
上
で
︑
一
般
社

員
が
入
社
し
た
時
と
同
様

に
︑
ま
ず
は
横
乗
り
か
ら
ス

タ
ー
ト
す
る
︒
慣
れ
て
き
た

ら
添
乗
指
導
に
移
行
し
︑
管

理
者
に
よ
る
見
極
め
が
行
わ

れ
た
上
で
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し

て
ひ
と
り
立
ち
す
る
︒
フ
ォ

ー
ク
リ
フ
ト
に
よ
る
荷
役
作

業
も
︑
ま
ず
は
先
輩
社
員
か

ら
操
作
を
学
び
︑
習
熟
期
間

を
経
て
か
ら
操
作
す
る
よ
う

に
し
て
い
る
︒
元
自
衛
官
だ

か
ら
と
い
っ
て
特
別
扱
い
せ

ず
に
︑
一
か
ら
教
育
し
て
い

く
こ
と
で
︑
確
か
な
技
術
が

身
に
付
き
︑
安
全
輸
送
が
維

持
さ
れ
る
︒
一
段
一
段
ス
テ
ッ

プ
を
踏
み
︑
着
実
に
成
長
し

て
い
く
こ
と
で
︑
元
自
衛
官

に
と
っ
て
も
ト
ラ
ッ
ク
運
送
と

い
う
仕
事
へ
の
大
き
な
や
り

が
い
が
生
ま
れ
る
の
で
あ
る
︒

　

た
だ
︑﹁
労
務
管
理
面
に

お
い
て
は
一
般
社
員
と
同
じ

扱
い
で
は
あ
る
も
の
の
︑
決

し
て
元
自
衛
官
へ
の
尊
敬
⬆

　

長
田
運
輸
産
業
は
︑
兵
庫

県
南
部
の
三
木
市
に
拠
点
を

構
え
て
い
る
︒
タ
イ
ヤ
や
鋼

材
︑
包
装
用
資
材
︑
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
品
の
輸
送
を
主
体

と
し
て
お
り
︑
４
㌧
車
で
大

阪
や
神
戸
︑
姫
路
へ
の
輸
送

を
行
う
ほ
か
︑
大
型
車
に
よ

る
関
東
・
東
北
へ
の
長
距
離

輸
送
も
担
っ
て
い
る
︒
同
社

で
は
︑﹁
安
全
に
勝
る
も
の
無

し
﹂﹁
法
令
遵
守
︑
規
則
・

ル
ー
ル
の
遵
守
﹂﹁
人
格
形

成
﹂
を
重
点
方
針
と
位
置
付

け
て
︑
事
業
運
営
を
行
っ
て

い
る
︒

　

さ
て
︑
同
社
に
は
︑
か
つ

て
２
度
の
人
身
事
故
を
引
き

起
こ
し
た
経
験
が
あ
る
︒
悲

惨
な
事
故
を
繰
り
返
さ
な
い

た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い

か
を
考
え
た
結
果
︑﹁
安
全

に
勝
る
も
の
無
し
﹂
と
決
意

し
︑
安
全
輸
送
に
資
す
る
た

め
の
ド
ラ
イ
バ
ー
教
育
を
徹

底
す
る
よ
う
に
な
っ
た
︒

　

し
か
し
︑
他
の
運
送
会
社

で
ド
ラ
イ
バ
ー
を
経
験
し
て

き
た
転
職
組
の
多
く
が
︑
安

全
教
育
に
真
摯
に
耳
を
傾
け

よ
う
と
せ
ず
︑
こ
れ
ま
で
の

自
分
の
経
験
を
基
に
仕
事
を

し
て
し
ま
う
傾
向
が
強
か
っ

た
と
い
う
︒
転
職
組
に
染
み

付
い
て
い
る
﹁
慣
れ
﹂
や
﹁
ク

セ
﹂
は
︑
必
ず
し
も
﹁
安
全

に
勝
る
も
の
無
し
﹂
と
考
え

る
自
社
の
考
え
方
と
は
合
致

し
な
か
っ
た
︒
一
方
で
︑
未

経
験
で
入
社
し
て
く
る
社
員

は
︑
そ
の
よ
う
な
﹁
慣
れ
﹂

や
﹁
ク
セ
﹂
は
な
く
︑﹁
運

送
会
社
の
仕
事
と
は
こ
う
い

う
も
の
な
の
だ
﹂
と
素
直
な

気
持
ち
で
同
社
の
方
針
を
受

け
止
め
て
く
れ
る
た
め
︑
大

き
く
成
長
で
き
る
伸
び
代
が

大
き
い
︒

　

そ
う
し
た
こ
と
か
ら
︑
同

社
で
は
︑
業
界
未
経
験
者
の

採
用
に
舵
を
切
り
︑
一
か
ら

仕
事
を
教
え
て
い
く
こ
と
で

優
秀
な
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
成

長
を
促
し
て
い
る
︒

　

同
社
で
は
︑
安
全
運
行
と

従
業
員
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
︑

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
高
揚
を
図

る
た
め
︑
全
社
員
を
対
象
と

し
た
﹁
安
全
運
転
研
修
会
﹂

を
年
に
２
回
開
催
︒
ま
た
︑

毎
日
の
点
呼
を
安
全
教
育
の

基
本
と
位
置
付
け
て
お
り
︑

点
呼
の
際
に
は
ド
ラ
イ
バ
ー

が
携
行
し
て
い
る
同
社
独
自

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
必
ず
開
き
︑

﹁
会
社
の
基
本
姿
勢
﹂
を
唱

和
さ
せ
る
こ
と
で
︑
全
て
の

　

さ
て
︑
同
社
に
は
若
い
20

代
の
社
員
が
比
較
的
多
く
在

籍
し
て
い
る
︒
実
は
︑
20
代

の
社
員
全
て
が
元
自
衛
官
な

の
で
あ
る
︒

　

同
社
で
は
自
衛
隊
の
協
力

企
業
と
し
て
自
衛
隊
退
官
者

の
雇
用
を
積
極
的
に
進
め
て

お
り
︑
現
在
10
人
の
元
自
衛

官
が
勤
務
し
て
い
る
ほ
か
︑

今
年
４
月
に
は
さ
ら
に
４
人

の
元
自
衛
官
が
入
社
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
︒
な
お
︑

同
社
は
28
年
３
月
に
︑
防
衛

省
か
ら
﹁
予
備
自
衛
官
等
協

力
事
業
所
﹂
と
し
て
の
認
定

を
受
け
て
い
る
︒

　

自
衛
官
の
退
職
年
齢
は
︑

幹
部
や
准
尉
︑
曹
で
は
大
部

分
が
55
歳
前
後
で
あ
る
が
︑

士
で
は
20
歳
代
と
い
う
若
い

年
齢
で
退
職
を
迎
え
る
︒
退

職
自
衛
官
の
中
に
は
︑
再
就

職
に
向
け
た
職
業
訓
練
等
に

よ
り
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

へ
の
再
就
職
に
あ
た
っ
て
有

用
な
免
許
・
資
格
を
取
得
し

て
い
る
者
も
い
る
︒そ
の
た
め
︑

﹁
若
年
労
働
者
の
入
職
促
進
﹂

ド
ラ
イ
バ
ー
に
﹁
絶
対
に
事

故
を
起
こ
さ
な
い
﹂
と
い
う

意
識
を
高
め
さ
せ
て
い
る
︒

平
成
28
年
６
月
か
ら
は
社
員

２
～
３
人
を
１
つ
の
班
と
し
︑

月
に
１
度
行
わ
れ
る
﹁
班
会

議
﹂
で
事
故
へ
の
対
策
な
ど

に
つ
い
て
話
し
合
う
場
を
設

け
た
︒
班
会
議
で
話
し
合
わ

れ
た
内
容
は
︑月
１
回
の
﹁
班

長
会
議
﹂
で
報
告
・
共
有
さ

れ
︑
全
社
員
に
対
し
て
安
全

へ
の
取
り
組
み
を
浸
透
さ
せ

て
い
る
︒

　

さ
ら
に
同
社
で
は
︑﹁
人

格
形
成
﹂
に
も
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
お
り
︑
他
人
に
迷

惑
を
か
け
ず
人
か
ら
尊
敬
さ

れ
る
社
員
の
育
成
に
力
を
注

い
で
い
る
︒
中
で
も
﹁
あ
い

さ
つ
﹂
と
﹁
言
葉
づ
か
い
﹂

に
つ
い
て
は
︑
社
内
に
お
け

る
教
育
を
念
入
り
に
行
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
︑
同
社
社
員

の
立
ち
居
振
る
舞
い
は
非
常

に
優
れ
て
い
る
︒

﹁
即
戦
力
と
な
る
人
材
の
確

保
﹂
と
い
う
観
点
か
ら
︑
退

職
自
衛
官
の
採
用
に
踏
み
切

る
運
送
事
業
者
も
少
な
く
は

な
い
︒

　

同
社
で
初
め
て
元
自
衛
官

を
採
用
し
た
の
は
︑
今
か
ら

十
数
年
前
の
こ
と
で
あ
る
︒

退
職
自
衛
官
へ
の
職
業
紹
介

を
行
う
（
一
財
）
自
衛
隊
援

護
協
会
と
い
う
組
織
で
は
︑

全
国
各
地
に
あ
る
自
衛
隊
地

方
協
力
本
部
と
連
携
し
て
元

自
衛
官
の
再
就
職
を
支
援
し

て
い
る
︒
あ
る
日
︑
自
衛
隊

援
護
の
職
員
が
同
社
を
訪
れ
︑

﹁
元
自
衛
官
を
御
社
で
雇
用

し
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
﹂

と
依
頼
さ
れ
た
の
だ
と
い
う
︒

そ
れ
を
受
け
︑
同
社
で
は
ま

ず
１
人
雇
用
し
た
︒
こ
の
人

は
54
歳
で
自
衛
隊
を
定
年
退

職
し
た
が
︑
そ
の
後
同
社
で

活
躍
を
続
け
︑
65
歳
で
定
年

を
迎
え
る
ま
で
11
年
間
勤
務

し
た
︒
以
降
︑
自
衛
隊
地
方

協
力
本
部
や
同
協
会
が
同
社

に
対
し
て
優
秀
な
人
材
を
多

く
紹
介
し
て
く
れ
る
よ
う
に

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
は
一
般
的
に
離
職
率
が
高
く
︑
ま

た
転
職
経
験
者
が
多
い
と
い
わ
れ
て
い
る
︒
し
か
し
︑
事

業
の
安
定
的
な
継
続
を
考
え
た
場
合
︑
新
入
社
員
の
確
保

は
も
ち
ろ
ん
大
切
で
あ
る
が
︑
現
在
勤
務
し
て
い
る
社
員

の
満
足
度
を
向
上
さ
せ
︑
離
職
を
食
い
止
め
る
こ
と
で
︑

業
務
が
円
滑
に
回
り
︑
将
来
へ
の
事
業
の
飛
躍
に
向
け
た

足
固
め
が
可
能
と
な
る
︒
さ
ら
に
︑﹁
社
員
に
と
っ
て
良

い
会
社
を
作
っ
て
い
く
﹂
こ
と
で
離
職
率
低
下
と
い
う
効

果
を
生
み
︑
業
務
の
円
滑
化
に
繋
が
る
こ
と
か
ら
︑
業
績

を
ア
ッ
プ
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
︱
︱
こ
の
よ
う
な

好
循
環
を
生
み
出
す
こ
と
が
︑
運
送
業
界
全
体
の
魅
力
向

上
に
繋
が
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒
そ
こ
で
︑
本
企
画

で
は
︑
従
業
員
満
足
度
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
で
離
職
率
減

少
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
運
送
事
業
者
の
事
例
を
取

り
上
げ
︑運
送
業
界
の
魅
力
向
上
へ
の
方
策
を
紹
介
す
る
︒

　

第
３
回
目
は
︑
㈱
長
田
運
輸
産
業
（
兵
庫
県
三
木
市
︑

長
田
光
洋
代
表
取
締
役
）
に
お
け
る
取
り
組
み
を
リ
ポ
ー

ト
し
て
い
く
︒

長田 光洋 社長

株
式
会
社
長
田
運
輸
産
業
（
兵
庫
県
三
木
市
）
に
お
け
る
取
り
組
み

改
善
基
準
遵
守
に
よ
る
拘
束
時
間
の
削
減

荷
主
に
主
体
的
に
働
き
か
け
　
無
理
の
な
い
運
送
を
実
現

社
内
教
育
を
徹
底
　「
ゼ
ロ
か
ら
の
出
発
」に
踏
み
切
っ
た
元
自
衛
官
を
戦
力
化

重
点
方
針
は
「
安
全
」「
法
令
遵
守
」「
人
格
形
成
」

徹
底
し
た
教
育
で
優
秀
な
人
材
へ
と
鍛
え
る

20
代
の
若
い
元
自
衛
官
が
続
々
入
社

若
い
力
を
運
送
事
業
の
活
性
化
に
繋
げ
る

元
自
衛
官
活
用
の
決
め
手
は
「
特
別
扱
い
し
な
い
」

着
実
な
成
長
が
大
き
な
や
り
が
い
と
な
る

第３回
広報とらっく

新春特集

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
に
お
け
る

従
業
員
満
足
度
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て

同社では「安全に勝るもの無し」との考えから社内教育の徹底を図っている

平成28年には防衛省から「予備自衛官等協力事
業所」として認定された

10人の元自衛官が同社で活躍している
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「認証基準」、「取組事例」、「出前説明会」など 詳細は

（略称：エコモ財団）

東京都千代田区五番町10番地五番町KUビル3階〒102-0076
http://www.ecomo.or.jp☎03-3221-7636

認証取得に向けた講習会のご案内

講習会は、エコモ財団の担当者がグリーン経営について説明します。既に認証登録をされている事業者の皆様の参加も可能です。
問い合わせ先：エコモ財団グリーン経営講習会係 ☎03-3221-7636

グリーン経営専用ホームページ　https://www.green-m.jp/グリーン経営専用ホームページ　https://www.green-m.jp/

認証取得後8トン以上のトラックで3.8％の燃費向上、車両故障件数17.3％減少。
交通事故発生件数23.8％減少など（グリーン経営認証取得による効果・平成26年版より）
環境改善にとどまらない効果。

グリーン経営認証で環境にやさしい取組を！グリーン経営認証で環境にやさしい取組を！

日　時

で 検 索グリーン経営

場　所 主催対象業種

荷主企業や元請物流事業者が、協力会社向けに開催する社内講習会等に
当財団の担当者が出向き、グリーン経営について説明する取組です。「出前説明会」受付中！

3月  8日（水） TKP大宮ビジネスセンター　カンファレンスルーム２
埼玉県さいたま市大宮区仲町2-26 富士ソフトビル４階13時30分～16時30分

中部運輸局2月10日（金）

トラック
バス、タクシー

倉庫、港湾運送
旅客船、内航海運

トラック
バス、タクシー

AP名古屋.名駅　Aルーム
愛知県名古屋市中村区名駅4-10-25 名駅IMAIビル8階13時30分～16時30分

関東運輸局

近畿運輸局

関東運輸局2月15日（水）

2月27日（月）

2月28日（火）

AP西新宿　会議室Ｎ・Ｏ
東京都新宿区西新宿7-2-4 新宿喜楓ビル６階

AP大阪淀屋橋　Ｋルーム
大阪府大阪市中央区北浜3-2-25京阪淀屋橋ビル３階

13時30分～16時30分

13時30分～16時30分

9時30分～12時00分

準
告
示
・
荷
主
勧
告
制
度
の

周
知
拡
大
を
図
る
た
め
︑
荷

主
と
の
話
し
合
い
の
ツ
ー
ル

や
政
府
か
ら
の
お
知
ら
せ
と

し
て
取
引
先
に
配
布
す
る
な

ど
︑
同
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
活

用
を
運
送
事
業
者
に
呼
び
か

け
て
い
る
︒

　

と
こ
ろ
で
︑同
社
で
は
﹁
法

令
遵
守
︑
規
則
・
ル
ー
ル
の

遵
守
﹂
と
い
う
考
え
か
ら
︑

荷
主
へ
の
働
き
か
け
を
積
極

的
に
行
い
︑
荷
主
か
ら
ル
ー

ル
遵
守
へ
の
理
解
を
得
た
こ

と
で
︑
改
善
基
準
の
１
０
０

％
遵
守
を
達
成
し
て
い
る
︒

受
け
て
︑
タ
イ
ヤ
の
輸
送
を

担
う
同
社
と
連
携
し
︑
ド
ラ

イ
バ
ー
の
荷
待
ち
時
間
の
削

減
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ

た
︒

　

改
善
基
準
遵
守
を
実
現
さ

せ
る
た
め
に
は
︑
元
荷
主
の

同
タ
イ
ヤ
メ
ー
カ
ー
だ
け
で

な
く
︑
着
荷
主
先
に
お
け
る

手
待
ち
時
間
も
で
き
る
だ
け

解
消
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
︒

そ
こ
で
︑
同
社
で
は
元
荷
主

を
一
軒
一
軒
ま
わ
り
︑﹁
改
善

基
準
を
守
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
﹂
と
強
く
説
得

し
た
︒
そ
の
結
果
︑
同
社
の

１
日
の
ド
ラ
イ
バ
ー
拘
束
時

間
を
10
時
間
～
11
時
間
程
度

に
抑
え
る
こ
と
に
成
功
︒
今

で
は
13
時
間
を
超
え
る
こ
と

は
な
く
な
っ
た
と
い
う
︒

て
し
ま
う
こ
と
は
︑
荷
主
の

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
上
避
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
︒
同
社

で
は
︑
デ
ジ
タ
ル
タ
コ
グ
ラ

フ
な
ど
の
デ
ー
タ
を
毎
日
チ
ェ

ッ
ク
し
て
時
間
を
オ
ー
バ
ー

し
て
い
な
い
か
ど
う
か
確
認

す
る
と
と
も
に
︑
ド
ラ
イ
バ

ー
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど
も

行
い
︑
改
善
基
準
遵
守
に
努

め
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
荷
主
か
ら
改
善
基

準
違
反
と
な
り
そ
う
な
運
行

を
求
め
ら
れ
た
際
に
は
︑
き

っ
ぱ
り
断
る
こ
と
も
大
切
で

あ
る
︒﹁
荷
主
が
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
を
守
ら
な
け
れ
ば
い

け
な
い
の
と
同
じ
よ
う
に
︑

運
送
会
社
と
し
て
は
改
善
基

準
違
反
と
な
る
無
理
な
運
行

は
で
き
な
い
﹂（
同
）
と
︑

荷
主
へ
の
強
力
な
意
思
表
示

が
必
要
な
の
で
あ
る
︒

　

こ
れ
ま
で
は
︑
ド
ラ
イ
バ

ー
の
労
力
に
過
度
に
依
存
し
︑

﹁
多
少
の
無
理
を
さ
せ
て
も

大
丈
夫
だ
ろ
う
﹂
と
い
う
気

持
ち
が
荷
主
・
運
送
事
業
者

の
双
方
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
︒
し
か
し
︑
こ
う

し
た
慣
例
が
長
時
間
労
働
を

生
み
出
し
て
き
た
︒
過
労
状

態
で
も
運
転
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
ド
ラ
イ
バ
ー
は
︑
と

て
も
仕
事
へ
の
満
足
感
を
感

じ
る
状
況
で
は
な
か
っ
た
に

違
い
な
い
︒
そ
し
て
︑
こ
れ

か
ら
社
会
に
出
よ
う
と
い
う

若
年
層
に
と
っ
て
も
︑
ト
ラ

ッ
ク
運
送
業
界
へ
の
魅
力
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
︒

　

し
か
し
︑﹁
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
遵
守
﹂
と
い
う
観
点
か

ら
︑
荷
主
の
中
に
も
ド
ラ
イ

バ
ー
の
長
時
間
労
働
を
改
善

し
よ
う
と
い
う
動
き
が
少
し

ず
つ
出
始
め
て
き
て
い
る
︒

運
送
事
業
者
が
荷
主
に
対
し

て
﹁
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
た

め
︑
ル
ー
ル
遵
守
の
た
め
﹂

と
い
う
説
明
を
徹
底
し
て
行

い
︑
実
際
に
ル
ー
ル
の
範
囲

内
で
運
行
で
き
る
よ
う
な
状

況
に
な
れ
ば
︑
ド
ラ
イ
バ
ー

の
過
度
な
長
時
間
労
働
は
解

消
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
︒

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
﹁
働
き
方

改
革
﹂
へ
の
動
き
を
止
め
な

い
た
め
に
も
︑
そ
し
て
ド
ラ

イ
バ
ー
の
労
働
環
境
を
改
善

さ
せ
︑
従
業
員
満
足
度
を
向

上
さ
せ
て
い
く
た
め
に
も
︑

荷
主
と
連
携
し
た
同
社
の
改

善
基
準
遵
守
へ
の
取
り
組
み

に
見
習
う
べ
き
点
は
多
い
だ

ろ
う
︒

（
取
材
協
力
）
株
式
会
社
長

田
運
輸
産
業　

長
田
光
洋
代

表
取
締
役
、
嶋
村
頼
剛
部
長

の
念
を
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
﹂と
︑長
田
社
長
は
述
べ
た
︒

﹁
自
衛
隊
と
い
う
厳
し
い
環

境
の
中
で
奮
闘
し
て
き
た
元

自
衛
官
に
敬
意
を
払
い
︑
彼

ら
を
一
人
前
の
プ
ロ
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー
に
育
て
上
げ
る

　

厚
生
労
働
省
は
28
年
９
月

16
日
に
︑﹁
自
動
車
運
転
者

を
使
用
す
る
事
業
場
に
対
す

る
平
成
27
年
の
監
督
指
導
︑

送
検
の
状
況
﹂を
公
表
し
た
︒

こ
れ
に
よ
る
と
︑
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
者
（
監
督
実
施
事

業
場
数
２
７
８
３
）の
う
ち
︑

改
善
基
準
告
示
違
反
が
認
め

ら
れ
た
の
は
１
９
４
４
事
業
場

（
69
・
９
％
）に
も
及
ん
だ
︒

主
な
違
反
事
項
を
見
る
と
︑

﹁
最
大
拘
束
時
間
﹂
１
５
４

４
事
業
場
（
55
・
５
％
）
が

最
も
多
く
︑﹁
総
拘
束
時
間
﹂

１
２
５
４
事
業
場
（
45
・
１

％
）︑﹁
休
息
期
間
﹂
１
２
１

６
事
業
場
（
43
・
７
％
）︑﹁
連

続
運
転
時
間
﹂
９
４
７
事
業

場
（
34
・
０
％
）︑﹁
最
大
運

転
時
間
﹂
５
９
９
事
業
場

（
21
・
５
％
）
が
そ
れ
に
続

い
て
い
る
︒
ま
た
︑
25
年
か

ら
27
年
ま
で
の
３
年
間
に
お

け
る
改
善
基
準
告
示
違
反
事

業
場
数
は
年
々
増
加
傾
向
に

た
め
の
惜
し
み
な
い
支
援
を

行
う
こ
と
で
︑自
衛
隊
へ
の
︑

ひ
い
て
は
国
家
へ
の
貢
献
に

繋
げ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
﹂

と
︑
長
田
社
長
は
元
自
衛
官

社
員
に
対
す
る
熱
い
思
い
を

語
っ
た
︒

あ
る
︒
こ
の
よ
う
に
︑
ト
ラ

ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
多
く
は

依
然
と
し
て
長
時
間
労
働
の

状
況
に
置
か
れ
て
い
る
と
い

え
る
︒

　

深
夜
・
早
朝
を
含
む
長
時

間
労
働
を
続
け
た
結
果
︑
慢

性
的
な
休
養
不
足
に
よ
り
ド

ラ
イ
バ
ー
に
は
疲
労
が
蓄
積

し
や
す
く
な
る
︒
ま
た
︑
長

距
離
運
行
の
際
の
車
中
泊
な

ど
︑
睡
眠
環
境
の
悪
さ
な
ど

に
よ
っ
て
疲
労
回
復
が
妨
げ

ら
れ
︑
過
労
運
転
の
要
因
と

な
る
︒
過
労
状
態
に
よ
る
ド

ラ
イ
バ
ー
の
一
瞬
の
気
の
緩
み

が
︑
悲
惨
な
大
事
故
を
引
き

起
こ
し
か
ね
な
い
︒さ
ら
に
︑

長
時
間
労
働
に
よ
る
過
度
の

疲
労
や
偏
っ
た
食
事
︑
運
動

不
足
に
伴
う
生
活
習
慣
の
乱

れ
が
脳
・
心
臓
疾
患
な
ど
を

引
き
起
こ
す
こ
と
で
︑
健
康

起
因
事
故
の
引
き
金
に
も
な

り
か
ね
な
い
︒

　

こ
う
し
た
長
時
間
労
働
の

実
態
を
具
体
的
に
改
善
す
る

に
は
︑
も
は
や
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
の
み
の
努
力
で
は
困

難
で
あ
り
︑
荷
主
な
ど
と
連

携
し
た
取
り
組
み
が
必
要
と

な
っ
て
く
る
︒
し
か
し
な
が

ら
︑
荷
主
の
中
に
は
そ
も
そ

も
改
善
基
準
と
い
う
ル
ー
ル

の
存
在
す
ら
知
ら
な
い
事
業

者
も
み
ら
れ
る
︒
な
お
︑
厚

労
省
︑
国
土
交
通
省
︑
全
日

本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は
︑
荷

主
向
け
の
改
善
基
準
告
示
お

よ
び
荷
主
勧
告
制
度
に
関
す

る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
︒

よ
り
多
く
の
荷
主
に
改
善
基

こ
こ
で
︑
改
善
基
準
遵
守
に

関
す
る
同
社
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
紹
介
し
た
い
︒

　

先
に
も
述
べ
た
通
り
︑
同

社
は
タ
イ
ヤ
や
鋼
材
︑
包
装

用
資
材
︑
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

品
の
輸
送
を
行
っ
て
い
る
が
︑

同
社
の
売
上
の
30
％
を
占
め

る
の
が
︑
あ
る
タ
イ
ヤ
メ
ー

カ
ー
か
ら
の
タ
イ
ヤ
輸
送
で

あ
る
︒
同
タ
イ
ヤ
メ
ー
カ
ー

は
一
部
上
場
企
業
で
あ
り
︑

社
内
外
か
ら
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
遵
守
を
強
く
求
め
ら
れ

て
い
る
︒
同
タ
イ
ヤ
メ
ー
カ

ー
と
し
て
は
︑
グ
ル
ー
プ
の

み
な
ら
ず
︑
同
タ
イ
ヤ
メ
ー

カ
ー
と
の
取
引
関
係
を
持
つ

事
業
者
に
対
し
て
も
︑
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
遵
守
を
求
め

て
い
る
︒
そ
う
し
た
流
れ
を

　

荷
主
と
連
携
し
て
改
善
基

準
遵
守
を
続
け
て
い
く
た
め

に
は
︑
運
送
事
業
者
と
し
て

は
運
行
管
理
者
に
よ
る
チ
ェ

ッ
ク
体
制
の
強
化
が
必
要
に

な
っ
て
く
る
︒
当
然
︑
休
息

期
間
や
連
続
運
転
時
間
な
ど

を
︑
毎
日
ド
ラ
イ
バ
ー
に
張

り
付
い
て
監
視
す
る
わ
け
に

は
い
か
な
い
︒
し
か
し
︑
時

間
を
オ
ー
バ
ー
し
て
し
ま
う

こ
と
で
改
善
基
準
に
違
反
し

⬅

A：作業計画への参加と情報の共有 チェック欄

１ 作業分担や日程についての計画作成に、作業者と管理監督者が参加する
機会を設ける。

２ 具体的な進め方や作業順序について、少人数単位または作業担当者ごと
に決定できる範囲を増やしたり、再調整する。

3 特定のチーム、または特定の個人あたりの作業量が過大になる場合があ
るかどうかを点検して、必要な改善を行う。

4 分担範囲の拡大や多能化などにより、単調な作業ではなく、個人の技量を
生かした達成感が得られる作業にする。

5
朝の短時間ミーティングなどの情報交換の場を設け、作業目標や手順が
各人に伝わり、チーム作業が円滑に行えるように、必要な情報が職場の
全員に正しく伝わり、共有できるようにする。

B：勤務時間と作業編成 チェック欄

6 1 日、1 週、1 か月単位ごとの労働時間に目標値を設け、ノー残業デー
などを運用することで、長時間労働が当たり前である状態を避ける。

7
繁忙期やピーク時などの特定時期に個人やチームに作業が集中せず、作
業の負荷や配分を公平に扱えるように、人員の見直しや業務量の調整を
行う。

8 定めた休日日数がきちんと取れ、年次有給休暇やリフレッシュ休暇など
が計画的に、また必要に応じて取れるようにする。

9 勤務時間制を見直し、十分な休養時間が確保でき、深夜・早朝勤務や不
規則勤務による過重負担を避けるようにする。

10 個人の生活条件やニーズに応じて、チーム編成や勤務条件などが柔軟に
調整できるようにする。（例：教育研修、学校、介護、育児）

C：円滑な作業手順 チェック欄

11 物品と資材、書類などの保管・運搬方法を工夫して負担を軽減する。（例：
取り出しやすい保管場所、台車の利用、不要物の除去や整理整頓など）

12
各自の作業場のレイアウト、姿勢、操作方法を改善して、仕事しやすく
する。（例：作業台の配置、肘の高さでの作業、パソコン操作方法の改善
など）

13
作業のための指示内容や情報が作業中にいつでも容易に入手し確認でき
るようにする。（例：見やすい指示書、表示・ラベルの色分け、標識の活
用など）

14 心身に大きな負担となる反復作業や過密作業、単調作業がないかを点検
して、適正な負担となるよう改善する。

15
作業者が安心して作業ができるように、作業ミスや事故を防ぎ、もし起
こしても重大な結果にならないように対策を講じる。（例：作業手順の標
準化、マニュアルの作成、チェック方法の見直し、安全装置、警報など）

　採用した従業員が、会社の戦力となる前に離職してしまうことは、事業主にとっても従業員本人に
とっても損失になる。従業員が早期離職することなく職場に定着し、その能力を発揮できるようにす
るには、雇用管理のあり方を振り返り、必要な改善を進めることが重要である。
　ここでは、厚生労働省「働きやすい・働きがいのある職場づくりサイト」などをもとに、従業員の
満足度を高め、職場定着に繋がるための施策について、4回シリーズで紹介していく。
　今回からは２回にわたり、仕事の負担やストレスを減らして、快適に安心して働くための「職場環
境に関する改善アイデア」について紹介する。

　このヒント集には、職場の従業員の参加のもと、仕事の負担やストレスを減らして、快適に安心し
て働くための職場環境に関する改善アイデアが盛り込まれています。職場で取り上げる改善策を選択
形式で選ぶチェック方法となっていますので、職場で一緒に働く従業員同士によるグループ討議など
で利用することが効果的です。

（出典）「職場改善のためのヒント集」（厚生労働省「こころの耳」サイト）

㈱長田運輸産業
［長田光洋　代表取締役］

所在地 兵庫県三木市別所町下石野 1407-2
資本金 1,950 万円
設立 平成元年 6 月
従業員数 40 人（ドライバー 32 人）
車両数 35 台

荷
主
も
運
送
会
社
も
法
令
遵
守
は
必
須

荷
主
の
理
解
を
得
て
荷
待
ち
時
間
削
減
に
動
き
出
す

拘
束
時
間
削
減
へ
の
「
働
き
方
改
革
」
が

従
業
員
満
足
度
を
格
段
に
向
上
さ
せ
る

働きやすい・働きがいのある会社にしませんか ！
〜従業員の職場定着を図るために〜

第３回 職場改善のためのヒント集①

４トン車・大型車でのタイヤ・鋼材等の輸送に取り組む同社
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安全運行のオアシス トラックステーション
全国31か所のトラックステーション（TS）は

トラックドライバーの安全運行を支える、

長距離運行に欠かせない

休憩施設です。

全国31か所のトラックステーション（TS）は

トラックドライバーの安全運行を支える、

長距離運行に欠かせない

休憩施設です。

平成27年10月オープン！
「白河の関トラックステーション」

名称 所在地 電話番号 駐車台数

❶ 札　幌 北海道札幌市厚別区厚別東 5 条 1-1-2　 011-897-9101 39
❷ 苫小牧 北海道苫小牧市ウトナイ北 11-11-33 0144-55-7491 80

❸ 青　森 青森県青森市大字荒川字品川 110-1 017-729-2000
（公社）青森県トラック協会

41

❹ 盛　岡 岩手県滝沢市巣子 960-4　 019-688-1514 39
❺ 仙　台 宮城県仙台市宮城野区苦竹 4-1-15 022-232-9336 39
❻ 酒　田 山形県酒田市宮海字新林 572-15　 0234-33-1770 14
❼ 白河の関 福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字夏針 15-1 0248-21-7167 45
❽ 茨　城 茨城県小美玉市西郷地字新田 1390 0299-48-3455 30
❾ 矢　板 栃木県矢板市乙畑 440-2　 0287-48-1919 46
� 大　宮 埼玉県さいたま市西区三橋 6-699-1 048-623-6815 41
� 東　神 神奈川県大和市上草柳 588 046-261-1100 95
� 新　潟 新潟県新潟市西区山田 196-1　 025-233-6961 52
� 新　井 新潟県妙高市大字猪野山字田中町 120-6 0255-73-7394 57
� 金　沢 石川県金沢市千木町ル 21-1　 076-257-2755 45
� 浜　松 静岡県浜松市東区流通元町 2-3 053-421-5311 116
� 安　城 愛知県安城市尾崎町大縄 19-1 0566-98-8823 74
� 名古屋 愛知県名古屋市港区藤前 3-601 052-303-2188 97
� 亀　山 三重県亀山市小野町桜ロ 586-4 0595-82-3935 82
� 彦　根 滋賀県彦根市鳥居本町字むさ満 2337-1 0749-26-0156 53
� 大　阪 大阪府寝屋川市木屋元町 20-1 072-832-2362 80
� 奈良・針 奈良県奈良市針町 487-1　 0743-82-0622 60
� 岡　山 岡山県岡山市中区倉富 285-19 086-277-4055 53
� 尾　道 広島県尾道市高須町字才ケ久保 1193-3 0848-46-1882 37
� 三　次 広島県三次市西酒屋町船所 1468 0824-63-0025 30
� 徳　島 徳島県鳴門市大麻町姫田字先達 13-1 088-683-0260 30
� 北九州 福岡県北九州市小倉北区東港 1-3 093-581-5031 63
� 鳥　栖 佐賀県烏栖市永吉町字来帰り 617-1 0942-83-7035 47
� 諫　早 長崎県諫早市貝津町 1051-12 0957-26-8228 45
� 大　分 大分県大分市大字上戸次字宇土ノロ 6045-2 097-597-6233 43
� 宮　崎 宮崎県児湯郡新富町大字三納代字畑中 1765-1 0983-33-0880 18

� 鹿児島 鹿児島県鹿児島市西別府町 2941-19
（流通業務団地内）　 099-281-5960 50

※ 駐車台数は大型車とトレーラの台数の合計。なお、諫早TSは5台の中型車を含む。

将来の業界を担う人材を育てるために 
　

ツ
ー
ワ
ン
輸
送
有
限
会
社

（
葛
西
亜
貴
夫
代
表
取
締

役
）
は
青
森
県
八
戸
市
に
本

社
を
構
え
る
ほ
か
︑
岩
手
県

盛
岡
市
に
営
業
所
を
配
置
し

て
い
る
︒
同
社
で
は
︑
大
型

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
を
将
来
的
に
活
気

あ
る
︑
魅
力
の
高
い
業
界
に
し
て
い
く
た

め
に
は
︑
若
く
て
有
望
な
高
校
新
卒
者
を

雇
い
入
れ
︑
社
内
教
育
等
を
効
果
的
に
実

施
し
て
い
く
こ
と
で
︑
業
界
を
背
負
っ
て

い
く
人
材
と
し
て
成
長
さ
せ
て
い
く
必
要

が
あ
る
︒
今
年
３
月
12
日
か
ら
は
﹁
準
中

型
免
許
﹂
が
ス
タ
ー
ト
し
︑
18
歳
で
基
礎

的
免
許
と
し
て
同
免
許
を
取
得
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
る
こ
と
か
ら
︑
若
年
者
が
ト

ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
に
従
事
し
や
す
い
環

境
が
整
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
︒

　

そ
こ
で
本
企
画
で
は
︑
高
校
新
卒
者
の

春
の
入
社
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
︑
高
校
新
卒

者
採
用
・
社
内
教
育
の
あ
り
方
な
ど
に
つ

い
て
探
っ
て
い
く
︒

　

今
回
は
︑
高
校
新
卒
者
採
用
を
積
極
的

に
実
施
し
て
い
る
運
送
事
業
者
に
お
け

る
︑
採
用
・
社
内
教
育
に
関
す
る
事
例
に

つ
い
て
紹
介
す
る
︒

車
に
よ
る
大
手
物
流
会
社
の

幹
線
輸
送
を
行
っ
て
い
る
ほ

か
︑
軽
車
両
を
使
っ
て
の
短

距
離
雑
貨
・
生
鮮
食
品
配
送

な
ど
も
手
が
け
て
い
る
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
に
暗

い
影
を
落
と
し
て
い
る
深
刻

な
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
の
中
で
︑

同
社
に
お
い
て
も
新
し
い
人

材
の
確
保
に
苦
労
し
て
き
た

と
い
う
︒
以
前
な
ら
同
業
他

社
か
ら
転
職
し
て
く
る
ド
ラ

イ
バ
ー
経
験
者
も
少
な
く
な

か
っ
た
が
︑
現
在
で
は
こ
う

し
た
人
材
の
確
保
も
厳
し
く

な
っ
て
い
る
︒

　

同
社
に
お
け
る
求
人
募
集

の
手
法
と
し
て
は
︑
地
元
の

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
人
票
を

提
出
し
て
い
る
ほ
か
︑
青
森

・
岩
手
エ
リ
ア
の
地
方
紙
や

地
域
生
活
情
報
誌
な
ど
に
求

人
広
告
（
写
真
㊦
）
を
掲
載

し
て
い
る
︒
か
つ
て
は
︑
同

エ
リ
ア
の
全
て
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
な
ど
を
ま
わ
っ
て
求
人
チ

ラ
シ
を
配
布
し
た
り
︑
同
エ

リ
ア
の
自
動
車
学
校
の
掲
示

板
等
に
チ
ラ
シ
を
貼
っ
て
も

ら
っ
た
り
し
た
こ
と
も
あ
っ

た
と
い
う
︒

　

昨
年
か
ら
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
運
用
も
開
始
し
た
︒
運

送
会
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

役
割
と
し
て
は
﹁
新
し
い
荷

主
へ
の
自
社
Ｐ
Ｒ
・
営
業
﹂

が
期
待
さ
れ
る
が
︑
同
社
で

は
﹁
就
職
を
考
え
て
い
る
人

に
向
け
た
自
社
Ｐ
Ｒ
﹂
に
重

き
を
置
い
て
コ
ン
テ
ン
ツ
を

制
作
し
た
と
い
う
︒
そ
の
た

め
︑
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
ま

ず
経
営
理
念
・
品
質
方
針
を

掲
げ
て
自
社
の
目
指
す
べ
き

方
向
性
を
明
示
し
︑
求
人
応

募
を
検
討
し
て
い
る
人
に
社

風
を
理
解
し
て
も
ら
い
や
す

い
よ
う
に
し
た
︒﹁
教
育
・

セ
ミ
ナ
ー
﹂
の
コ
ン
テ
ン
ツ

で
は
様
々
な
研
修
の
内
容
に

つ
い
て
紹
介
す
る
と
と
も
に
︑

18
歳
で
入
社
し
て
か
ら
大
型

　

さ
て
︑
同
社
で
は
平
成
26

年
か
ら
︑
高
校
新
卒
者
採
用

に
本
格
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
︒
以
降
︑
表
１
の
よ
う
に

毎
年
ド
ラ
イ
バ
ー
職
と
し
て

高
校
新
卒
者
採
用
を
継
続
し

て
実
施
し
て
い
る
︒

　

高
校
新
卒
者
の
採
用
活
動

開
始
に
あ
た
り
︑
同
社
で
は

ま
ず
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
主
催
に

よ
る
高
校
新
卒
者
向
け
﹁
求

人
内
容
説
明
会
﹂
へ
の
参
加

に
踏
み
切
っ
た
︒

　

高
校
新
卒
者
の
採
用
に
際

車
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
な
る
ま

で
に
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
行

う
こ
と
に
な
る
の
か
を
︑
時

系
列
で
分
か
り
や
す
く
紹
介

し
て
い
る
︒
併
せ
て
︑
求
人

情
報
に
つ
い
て
も
掲
載
し
て

い
る
︒

　

同
社
の
人
材
採
用
方
針
と

し
て
は
︑
先
述
し
た
よ
う
に

転
職
に
よ
る
入
社
が
少
な
く

な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
︑

業
界
未
経
験
の
人
に
も
門
戸

を
広
げ
て
採
用
を
行
い
︑﹁
親

切
に
教
育
し
て
い
く
こ
と
で

質
の
高
い
ド
ラ
イ
バ
ー
を
育

成
し
て
い
く
﹂
と
い
う
方
針

し
て
は
︑
６
月
20
日
に
求
人

が
解
禁
さ
れ
※１
︑
７
月
に
入

る
と
﹁
就
職
説
明
会
﹂
が
各

地
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
︒

説
明
会
に
は
︑
様
々
な
業
界

か
ら
多
く
の
会
社
が
参
加

し
︑
八
戸
市
内
や
近
隣
の
高

校
か
ら
訪
れ
た
﹁
金
の
卵
﹂

た
ち
に
︑
自
社
の
業
務
内
容

や
教
育
制
度
を
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
く
︒

　

説
明
会
は
︑
就
職
先
を
検

討
す
る
高
校
新
卒
者
と
運
送

事
業
者
が
直
接
話
を
す
る
こ

と
の
で
き
る
︑
ま
た
と
な
い

機
会
だ
︒
同
説
明
会
に
参
加

す
る
に
あ
た
り
︑
高
校
新
卒

者
は
自
宅
で
は
保
護
者
と
︑

そ
し
て
学
校
で
は
先
生
と

﹁
ど
の
会
社
を
志
望
す
る

か
﹂
に
つ
い
て
話
を
す
る
︒

同
説
明
会
の
自
社
ブ
ー
ス
を

訪
問
し
た
高
校
新
卒
者
に

﹁
保
護
者
の
方
や
学
校
の
先

生
は
︑
当
社
を
志
望
す
る
と

聞
い
て
ど
う
言
っ
て
い
た
？
﹂

と
質
問
す
る
と
︑﹁
父
も
ト

ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
だ
っ
た
の

で
︑
運
送
会
社
の
仕
事
に
興

味
が
あ
っ
た
﹂﹁
先
生
に
紹
介

さ
れ
て
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
を
目
指
そ
う
と
思
っ
た
﹂

な
ど
︑
様
々
な
反
応
が
返
っ

て
く
る
︒
そ
う
し
た
高
校
新

卒
者
の
声
を
じ
か
に
聞
く
こ

と
の
で
き
る
絶
好
の
機
会
と

し
て
︑
同
社
で
は
説
明
会
へ

の
参
加
を
続
け
て
い
く
方
針

だ
と
い
う
︒

　

昨
年
は
︑
同
社
の
ブ
ー
ス

に
20
人
ほ
ど
の
高
校
新
卒
者

が
説
明
を
聞
き
に
来
た
が
︑

そ
の
う
ち
の
３
分
の
１
が
女

子
だ
っ
た
と
い
う
︒
そ
の
う

ち
の
１
人
が
︑
今
年
春
に
同

社
に
入
社
す
る
こ
と
と
な
っ

た
︒
将
来
的
に
は
︑
高
校
新

卒
者
と
し
て
入
社
し
た
生
え

抜
き
の﹁
ト
ラ
ガ
ー
ル
﹂が
︑

同
社
に
お
目
見
え
す
る
こ
と

に
な
る
だ
ろ
う
︒

　

さ
て
︑
同
社
で
は
説
明
会

に
続
き
︑
８
月
に
は
﹁
会
社

見
学
会
﹂を
実
施
し
て
い
る
︒

同
見
学
会
で
は
︑
ま
ず
高
校

新
卒
者
に
大
型
車
を
見
せ
︑

運
転
席
に
座
っ
て
も
ら
い
ト

ラ
ッ
ク
の
大
き
さ
を
実
感
し

て
も
ら
う
︒
そ
の
後
︑
荷
主

先
に
連
れ
て
い
き
︑
実
際
の

仕
事
の
様
子
を
見
学
し
て
も

ら
う
︒
仕
事
の
現
場
を
リ
ア

ル
に
体
感
で
き
る
こ
と
も
あ

　

４
月
１
日
に
は
入
社
式
を

行
い
︑
そ
の
後
４
日
間
に
わ

た
り
新
入
社
員
研
修
を
行

う
︒
研
修
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
表
２
の
通
り
で
あ
る
が
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
職
を
対
象
と
し

て
い
る
こ
と
か
ら
︑
運
転
に

か
か
わ
る
内
容
が
中
心
と
な

っ
て
い
る
︒

　

２
日
目
に
は
﹁
悲
し
み
は

消
え
な
い
﹂
ビ
デ
オ
鑑
賞
が

あ
る
︒
同
作
品
は
﹁
飲
酒
運

転
の
代
償
﹂
と
い
う
サ
ブ
タ

イ
ト
ル
が
付
い
て
い
る
通
り
︑

﹁
プ
ロ
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
︑

飲
酒
運
転
な
ど
悪
質
な
違
反

を
決
し
て
し
て
は
な
ら
な
い
﹂

と
い
う
遵
法
意
識
を
新
入
社

員
に
植
え
付
け
る
内
容
と
な

っ
て
い
る
︒
併
せ
て
︑
初
め

て
社
会
人
と
し
て
世
に
出
る

新
入
社
員
た
ち
に
︑
社
会
人

と
し
て
欠
か
す
こ
と
の
で
き

な
い﹁
礼
儀
作
法
の
重
要
性
﹂

り
︑
参
加
し
た
高
校
新
卒
者

の
反
応
は
非
常
に
い
い
そ
う

だ
︒
な
お
︑
会
社
見
学
会
は

あ
く
ま
で
自
由
参
加
と
し
て

お
り
︑
仮
に
見
学
会
に
参
加

し
な
か
っ
た
場
合
で
も
採
否

に
影
響
は
な
い
︒

　

そ
の
後
︑
９
月
後
半
に
採

用
試
験
を
行
う
が
︑
同
社
で

は
基
本
的
に
や
る
気
の
あ
る

高
校
新
卒
者
は
採
用
し
︑
入

社
後
３
か
月
の
試
用
期
間
の

中
で
見
極
め
を
行
っ
て
い
く

よ
う
に
し
て
い
る
︒
９
月
末

ま
で
に
採
否
の
決
定
を
行
い
︑

受
験
者
に
結
果
を
通
知
す

る
︒
な
お
︑
同
社
で
は
入
社

ま
で
の
間
に
運
転
免
許
の
取

得
を
義
務
付
け
て
い
る
こ
と

か
ら
︑
採
用
内
定
と
な
っ
た

高
校
新
卒
者
は
学
校
の
冬
休

み
な
ど
を
利
用
し
て
自
動
車

学
校
に
通
い
︑
普
通
免
許
を

取
得
す
る
︒
ま
た
︑
仕
事
に

早
く
慣
れ
た
い
と
い
う
思
い

か
ら
︑
学
校
を
卒
業
以
降
４

月
１
日
の
入
社
日
ま
で
の
間

に
︑
同
社
で
荷
捌
き
作
業
な

ど
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
す
る
高

校
新
卒
者
も
い
る
そ
う
だ
︒

※１
平
成
29
年
３
月
新
規
高
等

学
校
卒
業
者
採
用
選
考
期
日

等（
厚
生
労
働
省
）︒
な
お
︑

平
成
30
年
３
月
卒
業
者
採
用

選
考
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
今
年

３
月
頃
に
発
表
さ
れ
る
見
込

み
︒

を
教
育
し
て
い
く
︒
ま
た
︑

同
社
で
は
車
両
整
備
を
自
社

で
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
︑
４

日
目
に
は
整
備
工
場
で
の
研

修
も
行
う
︒

　

新
入
社
員
研
修
が
終
わ
る

と
新
入
社
員
は
現
場
に
配
属

さ
れ
︑
業
務
を
通
じ
て
実
践

的
な
教
育
が
行
わ
れ
る
︒

　

新
入
社
員
は
︑
ま
ず
普
通

免
許
で
も
運
転
す
る
こ
と
の

で
き
る
軽
車
両
に
よ
る
短
距

離
配
送
業
務
か
ら
ス
タ
ー
ト

す
る
︒
当
初
は
庫
内
作
業
や

運
転
助
手
と
し
て
経
験
を
積

ま
せ
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て

ひ
と
り
立
ち
さ
せ
て
い
く
こ

と
に
な
る
︒

　

同
社
で
は
︑
以
前
は
大
型

車
の
み
を
保
有
し
て
い
た
が
︑

高
校
新
卒
者
採
用
に
踏
み
切

る
際
に
軽
車
両
を
新
た
に
導

入
し
た
︒
こ
れ
は
︑
大
型
免

許
や
中
型
免
許
が
な
く
て

へ
と
転
換
し
て
い
る
︒
業
界

未
経
験
者
に
と
っ
て
は
︑
運

送
会
社
に
入
社
し
て
か
ら
具

体
的
に
ど
う
い
う
仕
事
を
行

う
の
か
︑
そ
し
て
ど
う
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
し
て
い
く
の
か
と
い

う
キ
ャ
リ
ア
ビ
ジ
ョ
ン
が
な

か
な
か
描
き
づ
ら
い
︒
こ
れ

か
ら
社
会
に
出
る
高
校
新
卒

者
に
と
っ
て
は
︑
な
お
さ
ら

難
し
い
だ
ろ
う
︒
こ
う
し
た

﹁
入
社
後
の
自
分
の
イ
メ
ー

ジ
﹂を
明
確
化
す
る
こ
と
で
︑

入
社
後
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
に
よ

る
早
期
離
職
を
防
ぐ
狙
い
も

あ
る
よ
う
だ
︒

⬆

仕
事
への
期
待
を
膨
ら
ま
せ
る「
仕
掛
け
」が

若
年
社
員
の
定
着
に
繋
が
る

高
校
新
卒
者
の
積
極
採
用
を
推
進

躍
動
感
み
な
ぎ
る
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
へ

▪
同
社
に
お
け
る
人
材
確
保
へ
の
取
り
組
み

求
人
募
集
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用

キ
ャ
リ
ア
ビ
ジ
ョ
ン
の
明
確
化
で
早
期
離
職
防
ぐ

▪
高
校
新
卒
者
採
用
活
動
に
つ
い
て

新
卒
者
の
生
の
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
説
明
会

見
学
会
で
は
仕
事
内
容
を
具
体
的
に
見
せ
る

▪
高
校
新
卒
者
に
対
す
る
入
社
後
の
教
育

安
全
の
大
切
さ
を
気
付
か
せ
る
新
入
社
員
研
修

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
深
め
愛
社
精
神
を
養
う

高
校
新
卒
者
採
用
・
社
内
教
育
へ
の
取
り
組
み
を
探
る

第
１
回

高
校
新
卒
者
採
用
を
進
め
る
事
業
者
に
お
け
る
事
例

ツ
ー
ワ
ン
輸
送
有
限
会
社
（
青
森
県
八
戸
市
）

将来の業界を担う人材を育てるために 

表 1　高校新卒者採用実績
入社年 人数

（ドライバー職）

27 年 2 人

28 年 2 人

29 年
（内定者）

3 人
（うち女子 1 人）

同社では若年社員の有効活用の観点から従来からの大型車のほか4トン車、軽車両の導入も進めている

葛西 亜貴夫社長
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今
年
に
入
っ
て
か
ら
︑
物
流
現

場
で
働
く
女
性
た
ち
５
人
を
取
材

し
た
︒彼
女
た
ち
は
多
芸
多
才
だ
︒

何
人
か
を
紹
介
し
よ
う
︒

　
﹁
社
長
に
騙
さ
れ
て
フ
ォ
ー
ク
で

働
い
て
い
る
﹂
と
笑
う
Ａ
さ
ん
は
︑

事
務
の
補
助
的
ア
ル
バ
イ
ト
に
応

募
し
た
︒
す
る
と
︑
面
接
に
現
れ

た
社
長
は
中
学
校
の
同
級
生
だ
っ

た
︒
お
互
い
に
驚
い
た
が
︑﹁
会

社
が
費
用
を
負
担
す
る
の
で
フ
ォ

ー
ク
の
免
許
を
取
っ
て
働
い
て
く

れ
﹂
と
な
っ
た
次
第
で
あ
る
︒
Ａ

さ
ん
は
英
語
を
教
え
︑
ド
イ
ツ
語

も
で
き
る
︒
ヨ
ガ
や
整
体
な
ど
の

資
格
も
持
ち
︑
50
歳
代
な
か
ば
の

現
在
も
週
１
回
は
サ
ー
フ
ィ
ン
を

し
て
い
る
自
称
サ
ー
フ
ァ
ー
だ
︒

　

小
さ
い
時
か
ら
祭
り
が
大
好
き

だ
っ
た
Ｂ
さ
ん
は
︑﹁﹃
幌ほ

ろ

じ

し

獅
子
﹄

を
後
ろ
か
ら
み
る
と
︑
シ
ー
ト
を

か
け
た
平
ボ
デ
ィ
車
の
よ
う
だ
っ

た
﹂
と
い
う
︒
小
学
生

の
頃
か
ら
ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
に
な
り
た
か

っ
た
の
で
︑
18
歳
か
ら

ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
働

き
﹁
沖
縄
を
除
く
46
都

道
府
県
は
ト
ラ
ッ
ク
で

行
っ
て
い
る
︒
い
つ
か
は

沖
縄
も
仕
事
で
走
り
た

い
﹂
と
思
っ
て
い
る
︒

　

驚
い
た
の
は
ド
ラ
イ
バ
ー
の

Ｃ
さ
ん
︒
取
材
が
終
わ
っ
て
帰

ろ
う
と
し
た
ら
︑﹁
念
願
の
Ｓ

Ｆ
小
説
を
や
っ
と
出
版
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
︒
良
か
っ
た

ら
読
ん
で
く
だ
さ
い
﹂
と
プ
レ

ゼ
ン
ト
さ
れ
た
︒
本
人
の
意
思

で
ペ
ン
ネ
ー
ム

も
非
公
開
と
す

る
が
︑
昨
年
12

月
15
日
初
版
第

１
刷
発
行
と
な

っ
て
い
る
︒
マ

ニ
ア
ッ
ク
な
内

容
な
の
で
︑
正

直
な
と
こ
ろ
読

む
の
に
は
苦
労

し
た
が
︑
本
を

１
冊
書
き
上
げ

る
の
は
大
変
な

こ
と
だ
︒

　

業
界
で
働
い

て
い
る
女
性
か

ら
︑
取
材
の
時

に
著
書
を
い
た

だ
い
た
の
は
Ｃ
さ
ん
で
２
人
目

だ
︒
１
人
目
は
４
年
前
に
な
る

が
︑
引
越
の
営
業
を
担
当
し
て

い
た
Ｄ
さ
ん
で
︑
顧
客
の
ニ
ー

ズ
を
聞
く
う
ち
に
片
付
け
や
収

納
な
ど
の
新
ビ
ジ
ネ
ス
を
考
え

た
︒
さ
ら
に
︑
片
付
け
な
ど
に

関
す
る
本
を
出
し
た
ら
好
評
で
︑

他
の
出
版
社
か
ら
も
オ
フ
ァ
ー
が

あ
り
︑
現
在
は
４
冊
ほ
ど
の
著
書

が
あ
る
︒
こ
の
事
業
者
で
は
収
納

や
ホ
ー
ム
ス
テ
ー
ジ
ン
グ
な
ど
︑

女
性
だ
け
の
別
会
社
を
つ
く
り
︑

彼
女
が
社
長
に
な
っ
て
い
る
︒
本

社
の
引
越
部
門
と
連
携
し
て
︑
事

業
展
開
す
る
と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
だ
︒

　

Ｓ
Ｆ
小
説
を
出
版
し
た
Ｃ
さ
ん

に
話
を
戻
す
と
︑
高
校
生
の
時
に

１
年
間
イ
ギ
リ
ス
に
語
学
留
学
し

た
と
い
う
自
称
﹁
変
わ
り
者
﹂︒

小
説
だ
け
で
な
く
音
楽
で
も
作
詞

作
曲
・
編
曲
を
し
︑
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
ラ
ジ
オ
も
手
掛
け
て
い
る
と

い
う
︒
夫
と
２
人
の
男
の
子
の
４

人
家
族
で
︑
自
由
に
で
き
る
時
間

も
少
な
い
が
﹁
待
機
時
間
に
頭
の

中
で
創
作
﹂
し
て
い
る
ら
し
い
︒

Ｄ
さ
ん
い
わ
く
︑﹁
日
本
の
物
流

を
支
え
る
名
も
な
き
ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
﹂
に
し
て
﹁
マ
ル
チ
パ

フ
ォ
ー
マ
ー
﹂
で
あ
る
︒

　

こ
の
よ
う
に
︑
物
流
現
場
で
働

く
女
性
た
ち
は
多
士
済
済
だ
︒

彼
女
た
ち
の
活
躍
で
︑
業
界
イ
メ

ー
ジ
が
一
新
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
た
い
︒
そ
れ
に
は
︑
女
性
が
力

を
発
揮
で
き
る
業
界
（
企
業
）
に

な
る
こ
と
が
必
要
だ
︒

第
179
回

物流現場の多士済済な女性たち

 第130回 

パートやアルバイトを掛
け持ちする場合の労働時
間は

︻
解
説
︼
ご
質
問
の
よ
う
な
ケ
ー
ス

Ａ�
通
算
さ
れ
る
た
め
、
時
間

外
を
さ
せ
る
事
業
主
に
は

割
増
賃
金
支
払
い
等
が

　
前
号
の
副
業
関
連
の
質
問
の
続

き
で
、
今
度
は
労
働
時
間
に
つ
い

て
お
尋
ね
し
ま
す
。
弊
社
で
は
副

業
と
い
う
よ
り
は
、
実
際
に
は
む

し
ろ
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
の
掛

け
持
ち
で
働
く
人
が
当
て
は
ま
り

そ
う
な
の
で
す
が
、
今
ま
で
特
に

問
題
に
な
っ
た
こ
と
は
な
い
も
の

の
、
中
に
は
そ
う
し
た
も
の
も
い

た
よ
う
で
す
。
法
的
に
は
こ
の
よ

う
な
場
合
の
労
働
時
間
や
時
間

外
労
働
の
扱
い
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。

に
つ
い
て
は
︑
労
働
基
準
法
第
38
条

で
﹁
労
働
時
間
は
︑
事
業
場
を
異
に

す
る
場
合
に
お
い
て
も
︑
労
働
時
間

に
関
す
る
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は

通
算
す
る
﹂
と
明
確
に
規
定
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
︒
こ
こ
で
い
う
﹁
事

業
場
を
異
に
す
る
場
合
﹂
と
は
︑﹁
同

一
事
業
主
の
経
営
す
る
別
々
の
事
業

場
だ
け
で
な
く
︑
事
業
主
を
異
に
す

る
場
合
も
含
む
﹂
と
さ
れ
て
い
ま
す
︒

し
た
が
っ
て
︑
そ
れ
ぞ
れ
違
う
事
業

主
の
下
で
働
い
た
時
間
を
合
計
し
た

も
の
が
︑
そ
の
労
働
者
の
労
働
時
間

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
︒

　

そ
の
結
果
︑
ど
ち
ら
か
一
方
の
事

業
場
だ
け
の
労
働
時
間
を
と
っ
て
み

れ
ば
︑
法
定
の
労
働
時
間
を
超
え
て

い
な
く
て
も
︑
両
方
の
事
業
場
で
の

労
働
時
間
を
通
算
す
る
と
︑
法
定
労

働
時
間
を
超
え
る
ケ
ー
ス
が
出
て
く

る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
︒
こ
の
た
め
︑

例
え
ば
︑
１
日
の
合
計
が
法
定
の
８

時
間
を
超
え
れ
ば
時
間
外
労
働
と
い

う
こ
と
に
な
り
︑﹁
36
協
定
﹂
の
締

結
は
も
ち
ろ
ん
︑
割
増
賃
金
の
支
払

い
が
必
要
と
な
る
わ
け
で
す
︒

　

と
こ
ろ
で
︑
こ
う
し
た
場
合
︑
割

増
賃
金
を
ど
ち
ら
の
事
業
場
で
支
払

う
の
か
︑
ま
た
︑
36
協
定
の
手
続
き

は
ど
ち
ら
の
事
業
場
で
行
う
の
か
が

問
題
と
な
り
ま
す
︒
こ
れ
ら
の
点
に

つ
い
て
は
︑
厚
生
労
働
省
の
行
政
解

釈
に
よ
る
と
︑
法
定
時
間
外
に
使
用

し
た
事
業
主
が
﹁
法
第
37
条
に
基
づ

き
︑
割
増
賃
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
﹂（
昭
和
23
年
10
月
14
日　

基
収
２
１
１
７
号
）
と
さ
れ
︑
36
協

定
に
つ
い
て
も
︑
法
定
時
間
外
に
使

用
す
る
事
業
主
が
労
基
法
第
36
条
第

１
項
の
規
定
に
基
づ
き
︑
法
定
の
手

続
き
を
と
る
こ
と
に
よ
り
﹁
可
能
で

あ
る
﹂
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

（
同
︑
昭
和
63
年
３
月
14
日　

基
発

１
５
０
号
︑
平
成
11
年
３
月
31
日　

基
発
１
６
８
号
）︒

　

順
番
か
ら
す
る
と
︑
後
か
ら
働
か

せ
た
方
だ
け
に
責
任
が
生
じ
る
こ
と

に
な
り
︑
不
公
平
を
感
じ
る
事
業
主

も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
︑
労
働

者
の
保
護
と
い
う
観
点
か
ら
は
︑
現

実
的
に
は
や
む
を
得
な
い
措
置
と
い

え
る
で
し
ょ
う
︒

　

仮
に
︑
最
初
の
事
業
場
で
す
で
に

法
定
の
８
時
間
を
働
い
て
い
れ
ば
︑

次
の
事
業
場
で
は
賃
金
は
当
初
か
ら

割
増
し
で
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
か

ら
︑労
働
契
約
の
締
結
に
あ
た
っ
て
は
︑

そ
の
労
働
者
が
他
の
事
業
場
で
働
い

て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
︒
な
お
︑
複
数
の
事
業

場
に
派
遣
さ
れ
る
派
遣
労
働
者
に
つ

い
て
も
同
様
の
扱
い
が
さ
れ
て
い
ま

す
︒

法令　　  クイズ
マル　 バツ

 　　〜信号編〜
 【解 答】２面に問題

100「
あ
ん
こ
う
の
道
」 

茨
城・大
洗
海
岸
の「
ど
ぶ
汁
」

　
﹁
磯
で
名
所
は
大
洗
様
よ

～
﹂
で
始
ま
る
磯
節
は
日
本

三
大
民
謡
の
一
つ
︒
大
洗
は

水
戸
市
の
東
︑
太
平
洋
の
波

で
洗
わ
れ
る
海
辺
︒
沖
合
に

は
︑
あ
ん
こ
う
が
棲
む
︒
あ

の
魔
味
を
ご
存
じ
の
方
な

ら
︑
海
岸
の
松
原
を
車
で
抜

け
て
い
く
だ
け
で
食
欲
が
わ

き
上
が
っ
て
く
る
は
ず
だ
︒

　

あ
ん
こ
う
は
全
身
が
ぷ
る

ぷ
る
と
軟
ら
か
く
︑
し
か
も

弾
力
が
あ
る
の
で
︑
お
ろ
す

と
き
は
吊
る
し
切
り
に
す

る
︒
口
に
フ
ッ
ク
を
掛
け
て

ぶ
ら
下
げ
た
ま
ま
切
る
の
だ
︒

　

大
洗
海
岸
の
目
の
前
に
あ

る
﹁
大
洗
ホ
テ
ル
﹂
で
は
︑

11
月
か
ら
３
月
ま
で
︑
吊
る

し
切
り
の
実
演
を
公
開
し
て

い
る
か
ら
︑
百
聞
は
一
見
に

し
か
ず
を
体
験
で
き
る
︒

が
茨
城
流
︒
だ
が
︑
地
元
漁

師
直
伝
は
﹁
ど
ぶ
汁
﹂
仕
立

て
で
︑こ
の
ホ
テ
ル
も
こ
れ
︒

つ
く
り
方
が
大
胆
な
の
で
︑

見
て
い
る
だ
け
で
胃
袋
が
鳴

っ
て
く
る
︒

　

味
の
き
も

4

4

は
肝
︒
生
の
肝

を
土
鍋
で
煎い

り
付
け
る
の

だ
︒
肝
は
ぱ
ら
ぱ
ら
に
崩
れ

る
が
︑
同
時
に
じ
わ
り
と
脂

が
滲
み
出
す
︒
こ
こ
に
︑
残

　

つ
ま
り
︑
土
鍋
を
使
っ
て

は
い
る
も
の
の
︑
鍋
に
一
滴
の

水
も
加
え
ず
︑
七
つ
道
具
す

べ
て
の
う
ま
味
を
野
菜
に
含

ま
せ
る
調
理
法
な
の
だ
︒

　

ひ
と
口
食
べ
た
ら
︑
一
瞬

の
沈
黙
の
後
︑
会
心
の
笑
み

が
出
た
︒
あ
ん
こ
う
の
よ
う

に
大
口
開
い
て
笑
っ
て
い
た
に

違
い
な
い
︒

 
 

（
む
か
さ
・
ち
え
こ
）

　

あ
ん
こ
う
は
全
身
す
べ
て

が
食
べ
ら
れ
る
︒
い
わ
ゆ
る

七
つ
道
具
で
︑
ひ
れ
︑
皮
︑

え
ら
︑
肝
︑
胃
袋
︑
ぬ
の
（
卵

巣
）︑だ
い
身（
身
肉
の
部
分
）

の
七
部
位
︒
ど
の
部
位
も
ぬ

ら
ぬ
ら
ぷ
よ
ぷ
よ
︒
さ
り
な

が
ら
︑
ど
れ
も
お
い
し
い
︒

　

食
べ
る
と
き
は
鍋
料
理
に

す
る
の
が
基
本
だ
︒
醤
油
味

の
東
京
風
に
対
し
︑
み
そ
味

り
の
六
つ
の
道
具
と
︑ね
ぎ
︑

白
菜
︑
春
菊
︑
え
の
き
な
ど

の
野
菜
類
を
加
え
︑
混
ぜ
な

が
ら
火
を
通
す
︒
や
が
て
︑

ぬ
ら
ぬ
ら
ぷ
よ
ぷ
よ
の
六
つ

の
部
位
か
ら
水
分
が
出
て
︑

野
菜
か
ら
も
水
気
が
出
る
か

ら
︑
す
べ
て
が
ミ
ッ
ク
ス
し

て
濃
厚
味
の
ス
ー
プ
に
な
る
︒

こ
こ
で
︑
地
元
の
味
噌
を
加

え
て
ひ
と
煮
す
れ
ば
完
成
︒

❶ × （施行令第2条第1項）自転車等の軽車両
及び二段階右折が定められている交差点での原
動機付自転車については、直進と左折はできる
が、右折はできない。右折する場合は、右折す
る地点まで直進し、その地点で向きを変え、進行
方向の信号が青になるのを待たなければならな
い。

❷ ○ （施行令第2条第2項）左折可の標示板が
ある交差点では、対面する信号が赤又は黄の場
合でも左折することができる。 

❸ ○ （施行令第2条第1項）黄信号の場合、車
両は停止位置をこえて進行してはならない。ただ

し、黄の灯火の信号が表示された時において当
該停止位置に近接しているため安全に停止する
ことができない場合を除く。

❹ × （施行令第2条第1項）歩行者及び車両等
は、他の交通に注意して進行することができる。

❺ ○ （施行令第3条第1項）信号機の灯火の配
列は、「赤色、黄色及び青色の灯火を備えるもの
にあっては、その灯火を横に配列する場合は右
から赤色、黄色及び青色の順、縦に配列する場
合は上から赤色、黄色及び青色の順とし」という
ように法令で定められている。

危険予知訓練（KYT）シートの解説
▶交通事故防止編

（
２
面
）

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
235
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

どのような危険がありますか？

どのような運転をすれば危険を避け
ることができますか？

①左折時は、自転車や二輪車の巻き込みに注意が必要で
す。そのため左折する前に、必ず左側方および後方から
二輪車や自転車が接近していないかどうかを確認する
必要があります。特に歩道を進行してくる自転車につい
ては見落としやすいので、十分な注意が必要です。
②危険は見えているものだけではありません。建物などの
陰に隠れて、運転席からは見えない危険もたくさんあり
ます。この場面では、交差道路の左側の歩道を通行して
くる歩行者（図２－Ⓐ）や自転車（図２－Ⓑ）がそれに該
当します。見えているものだけに注意を払っていると、
見えない所から横断してきた歩行者や自転車の発見が
遅れて、事故に繋がる危険性が高まります。また、雪が
降り始めると、先を急ごうとして横断歩道の手前から強
引に斜め横断してくる歩行者や自転車が増えるというこ
とも頭に入れておきましょう。
③交差点に近付くと、早く横断しようとして急に速度を上
げる自転車も少なくありません。「まだ距離があるから
自車のほうが先に左折できる」と考えるのは危険です。
左折する時は徐行するとともに、横断しようとしている
歩行者や自転車がある時は、必ず一時停止して通過を
待たなければなりません。

①左のサイドミラーに、交差点に向かって通行している二輪
車が映っており、このまま左折していくと二輪車を巻き込
む危険があります（図１）。

②左側の歩道を自転車が交差点に向かって通行しており、こ
のまま左折していくと横断歩道を渡ろうとした自転車と衝
突する危険があります。また、建物に隠れて見えない、交
差道路の左側の歩道を通行してくる歩行者や自転車が横
断歩道を渡ってくると、衝突する危険があります（図２）。

③交差点の向こう側から交差点に接近している自転車が横
断歩道を渡ってくると、衝突する危険があります（図３）。

　雪がちらつき始めた頃、あなたは前方
の交差点を左折しようとしています。この
場面にはどのような危険がありますか。ま
た、危険を避けるためにはどのような運
転をすればよいでしょうか。考えてみまし
ょう。

も
高
校
新
卒
者
が
ド
ラ
イ

バ
ー
と
し
て
仕
事
で
き
る
よ

う
に
す
る
た
め
の
策
で
あ
る
︒

　

軽
車
両
の
運
転
操
作
自
体

は
１
か
月
ほ
ど
で
身
に
付
け

る
こ
と
が
で
き
る
が
︑
新
入

社
員
に
と
っ
て
大
変
な
の
は

﹁
土
地
勘
を
早
く
養
い
︑
効

率
的
に
配
送
を
行
う
こ
と
﹂

で
あ
る
と
い
う
︒
ド
ラ
イ
バ

ー
は
伝
票
に
記
載
さ
れ
た
配

送
先
の
住
所
を
頼
り
に
車
を

走
ら
せ
る
が
︑
効
率
よ
く
配

送
を
行
う
に
は
経
験
が
必
要

だ
︒
ま
た
︑
無
事
配
送
先
に

到
着
し
て
も
不
在
で
あ
る
こ

と
が
多
い
た
め
︑
再
配
達
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
︒

経
験
の
浅
い
新
入
社
員
に
対

し
て
は
︑
ま
ず
は
少
な
い
件

数
を
担
当
さ
せ
て
１
人
で
配

送
に
行
か
せ
る
よ
う
に
し
︑

慣
れ
て
き
た
段
階
で
配
送
件

数
を
増
や
し
て
い
く
よ
う
に

し
て
い
る
︒

　

と
こ
ろ
で
︑
新
入
社
員
の

早
期
離
職
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
に
は
︑
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
体

制
の
充
実
も
欠
か
す
こ
と
は

で
き
な
い
︒
同
社
で
は
︑
新

入
社
員
が
出
社
し
て
く
る

と
︑
管
理
者
は
毎
朝
30
分
程

度
積
極
的
に
会
話
す
る
よ
う

に
し
て
い
る
と
い
う
︒ま
た
︑

新
入
社
員
に
呼
び
か
け
る
時

も
︑
名
字
で
呼
び
か
け
る
の

で
は
な
く
︑
下
の
名
前
で
呼

び
か
け
る
よ
う
に
し
て
い
る
︒

日
頃
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

　

新
入
社
員
は
︑
３
年
間
軽

車
両
で
の
配
送
業
務
を
担
当

す
る
︒
そ
し
て
︑
普
通
免
許

取
得
３
年
後
と
な
る
21
歳
に

な
る
と
︑
希
望
者
は
大
型
車

ン
を
深
め
て
い
く
こ
と
で
︑

新
入
社
員
の
心
の
中
に
会
社

へ
の
親
し
み
が
湧
き
︑
愛
社

精
神
が
育
っ
て
く
る
の
で
あ

る
︒

で
の
長
距
離
運
行
に
業
務
変

更
と
な
る
︒

　

こ
れ
ま
で
は
︑
入
社
３
年

目
と
な
る
21
歳
を
迎
え
た
際

に
︑
大
型
免
許
を
取
得
し
︑

大
型
車
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
転

身
す
る
社
員
が
多
か
っ
た
と

い
う
︒
し
か
し
︑
３
年
間
待

っ
て
い
ら
れ
ず
に
退
職
し
て

し
ま
っ
た
若
年
社
員
も
い
た

そ
う
だ
︒

　

そ
こ
で
︑
同
社
で
は
軽
車

両
で
の
配
送
の
仕
事
の
合
間

を
縫
っ
て
︑
若
年
社
員
を
大

型
ト
ラ
ッ
ク
の
長
距
離
運
行

に
添
乗
さ
せ
る
よ
う
に
し
て

い
る
︒

　
﹁
長
距
離
運
行
の
大
型
ト

ラ
ッ
ク
に
同
行
さ
せ
る
な
ど
︑

大
型
車
を
ま
だ
運
転
で
き
な

い
若
年
社
員
に
楽
し
み
を
与

え
︑
期
待
を
膨
ら
ま
せ
る
よ

う
な
仕
掛
け
が
必
要
で
す
︒

大
型
ト
ラ
ッ
ク
に
憧
れ
て
入

社
し
て
く
る
人
は
多
い
の
で

す
が
︑
大
型
車
に
乗
れ
る
よ

う
に
な
る
ま
で
の
間
︑
い
か

に
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
と

し
て
の
夢
を
見
続
け
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
か
が
重
要
で

す
︒
若
年
社
員
の
早
期
離
職

を
防
ぐ
た
め
に
は
︑
様
々
な

手
を
打
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
﹂（
葛
西
社
長
）

　

若
年
社
員
の
期
待
に
応
え

る
べ
く
︑
同
社
で
は
若
年
社

員
が
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

と
し
て
活
躍
す
る
た
め
の
環

境
づ
く
り
に
乗
り
出
し
て
い

る
︒
ま
ず
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
と
し
て
の
夢
を
見
続

け
さ
せ
る
た
め
の
も
う
ひ
と

つ
の
策
と
し
て
︑
同
社
で
は

中
型
車
の
導
入
を
進
め
て
い

る
︒
３
年
間
軽
車
両
に
乗
り

続
け
る
の
で
は
な
く
︑
20
歳

で
中
型
車
に
乗
務
す
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
に
な
り
た
い
﹂
と

い
う
若
年
社
員
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
も
高
ま
る
︒
そ
れ
に

対
応
し
て
︑
同
社
で
は
中
型

車
に
よ
る
業
務
の
創
出
に
も

取
り
組
ん
で
い
る
︒

　

ま
た
︑
若
年
社
員
に
対
す

る
助
成
制
度
も
始
め
た
︒
入

社
し
て
２
年
間
は
軽
車
両
で

の
配
送
や
庫
内
作
業
な
ど
を

行
い
︑
入
社
２
年
後
に
本
人

負
担
な
し
で
中
型
免
許
を
取

得
し
て
も
ら
う
︒
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー
業
務
を
こ
な
し

な
が
ら
︑
入
社
３
年
後
に
は

大
型
免
許
を
取
得
さ
せ
︑
一

人
前
の
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ

ー
と
し
て
育
て
て
い
く
︒
同

社
で
は
︑
若
い
う
ち
に
ト
ラ

ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
の

経
験
を
積
ん
で
も
ら
い
︑
将

来
の
管
理
職
候
補
と
し
て
育

っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
と
い
う
︒

　

一
方
で
︑
軽
車
両
や
中
型

車
の
導
入
は
︑
高
齢
ド
ラ
イ

バ
ー
対
策
と
し
て
も
効
果
が

期
待
で
き
る
と
い
う
︒
時
間

　

将
来
の
我
が
国
の
物
流
を

背
負
っ
て
立
つ
存
在
と
し
て
︑

活
躍
が
期
待
さ
れ
る
高
校
新

卒
者
︒
同
社
に
お
い
て
も
︑

引
き
続
き
高
校
新
卒
者
採
用

を
継
続
的
に
実
施
し
て
い
く

と
い
う
︒

　
﹁
こ
の
ま
ま
手
を
こ
ま
ね
い

て
い
て
は
ド
ラ
イ
バ
ー
が
集

ま
ら
ず
︑
我
が
社
の
経
営
面

に
お
い
て
も
︑
そ
し
て
我
が

国
の
経
済
活
動
を
支
え
る
物

流
の
維
持
と
い
う
観
点
か
ら

も
︑
深
刻
な
影
響
を
与
え
か

ね
ま
せ
ん
︒
高
校
新
卒
者
を

定
期
的
に
採
用
し
︑
計
画
的

に
育
て
て
い
く
こ
と
で
初
め

て
︑
当
社
と
し
て
は
事
業
継

続
へ
の
道
を
見
通
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
︒

そ
し
て
︑
深
刻
な
ド
ラ
イ
バ

ー
不
足
に
あ
え
ぐ
我
が
国
の

ト
ラ
ッ
ク
物
流
を
維
持
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
る
の
で
す
︒

が
不
規
則
に
な
り
が
ち
な
長

距
離
輸
送
に
比
べ
︑
軽
車
両

に
よ
る
配
送
は
朝
７
時
か
ら

夕
方
５
時
頃
ま
で
と
な
っ
て

お
り
︑
休
み
を
定
期
的
に
取

得
す
る
こ
と
も
で
き
る
︒
こ

れ
ま
で
大
型
車
に
乗
っ
て
い

当
社
で
は
︑
今
後
も
様
々
な

施
策
を
取
り
入
れ
な
が
ら
︑

若
い
人
材
を
獲
得
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
﹂（
同
）

（
取
材
協
力
）
ツ
ー
ワ
ン
輸

送
有
限
会
社　

葛
西
亜
貴
夫

代
表
取
締
役
︑
邑
山
尚
仁
常

務
取
締
役

た
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
が
体
力

面
で
大
型
車
に
乗
務
で
き
な

く
な
っ
た
際
に
︑
負
担
の
軽

い
軽
車
両
や
中
型
車
の
乗
務

に
切
り
替
え
る
こ
と
で
︑
定

年
（
65
歳
）
ま
で
働
け
る
よ

う
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
︒

会社概要
 会　社　名 ツーワン輸送有限会社
 本社所在地 青森県八戸市桔梗野工業団地2-10-21
 代 表 者  代表取締役　葛西亜貴夫
 設　　　立 昭和33年7月
 資 本 金  1,000万円
 社 員 数  64人（うちドライバー51人）
 車 両 数  58台（大型車46台、4㌧車4台、軽車両8台）

⬅

▪
早
期
離
職
を
防
ぐ
た
め
の
若
年
社
員
へ
の
対
応
策

「
仕
事
の
楽
し
み
」
を
効
果
的
に
感
じ
さ
せ

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
夢
を
大
き
く
拡
げ
る

▪
さ
い
ご
に

「
金
の
卵
」
を
大
切
に
育
成
し
て
い
く
こ
と
が

ト
ラ
ッ
ク
物
流
維
持
へ
の
大
き
な
一手
に

18
歳
で
入
社
し
た
高
校
新
卒
者
は
、
軽
車
両
（
写
真
㊤
）
で
の
配
送
業
務
を
経

て
、
大
型
免
許
取
得
後
に
大
型
車
（
写
真
㊦
）
に
業
務
変
更
と
な
る

表２　平成 28 年度新入社員教育研修スケジュール

1 日目
4 月 1 日㈮

  9:30 ～ 10:00 入社式
10:00 ～ 12:00 通勤車両保険について
12:00 ～ 13:00 昼食
13:00 ～ 15:00 就業規則説明
15:00 ～ 17:30 礼儀・挨拶について

2 日目
4 月 2 日㈯

  8:30 ～ 10:00 ビデオ「悲しみは消えない」鑑賞
10:00 ～ 12:00 時間厳守の意義
12:00 ～ 13:00 昼食
13:00 ～ 15:00 防衛運転の励行について
15:00 ～ 17:00 車両事故について

18:30 ～ 新入社員歓迎会

3 日目
4 月 4 日㈪

  9:00 ～ 10:30 健康診断
10:30 ～ 12:00 安全運転 10 則
12:00 ～ 13:00 昼食
13:00 ～ 15:00 高速道路安全運転 12 則
15:00 ～ 16:00 貨物取扱い 5 原則
16:00 ～ 17:00 貨物事故防止 6 項目

4 日目
4 月 5 日㈫

  8:30 ～ 12:00 整備工場　研修（タイヤ交換等）
12:00 ～ 13:00 昼食
13:00 ～ 17:00 整備工場　研修
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▼
通
勤
途
中
の

電
車
右
側
の
車

窓
か
ら
︑
雪
に

覆
わ
れ
た
富
士

山
が
︑
遥
か
遠

く
に
見
え
ま

す
︒
遠
く
は
︑
三
重
県
か
ら
も
確
認
さ
れ
る
と
い

う
頂
は
︑
や
は
り
天
下
一
の
名
峰
で
す
︒
▼
富
士

山
の
麓
に
は
︑
磁
石
も
機
能
し
な
い
と
い
わ
れ
る
︑

神
秘
的
な
﹁
青
木
个
原
の
樹
海
﹂
や
︑
雪
解
け
水

が
地
下
で
濾
過
さ
れ
た
８
つ
の
湧
水
群
を
誇
る
﹁
忍

野
八
海
﹂︑
そ
れ
ぞ
れ
が
地
下
で
繋
が
っ
て
い
る
と

い
わ
れ
る﹁
富
士
五
湖
﹂な
ど
︑自
然
の
宝
庫
で
す
︒

▼
学
生
時
代
に
︑
富
士
五
湖
の
一
つ
本
栖
湖
の
畔

に
あ
る
ペ
ン
シ
ョ
ン
に
６
人
で
泊
ま
り
︑
経
営
者
の

ご
夫
婦
と
盛
り
上
が
り
懇
意
に
な
り
ま
し
た
︒
後

日
︑ペ
ン
シ
ョ
ン
の
ご
主
人
か
ら
私
に
連
絡
が
あ
り
︑

﹁
短
期
間
で
い
い
か
ら
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な
い
か
﹂

と
誘
わ
れ
ま
し
た
︒﹁
短
期
間
な
ら
﹂
と
︑
引
き

受
け
ま
し
た
が
︑
得
難
い
貴
重
な
経
験
を
し
た
と

述
懐
し
て
い
ま
す
︒
▼
10
部
屋
で
最
大
25
人
収
容

の
そ
の
ペ
ン
シ
ョ
ン
は
︑
当
時
と
し
て
は
平
均
的
な

大
き
さ
で
︑
サ
ー
ビ
ス
が
行
き
届
く
許
容
範
囲
だ

っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
︒
お
客
様
の
出
迎
え
︑

夕
食
の
お
世
話
︑
暖
炉
前
で
の
談
笑
︑
朝
食
の
お

世
話
︑
お
客
様
が
帰
る
と
︑
ツ
イ
ン
ベ
ッ
ド
の
客
室

や
お
風
呂
の
清
掃
と
庭
の
掃
除
︒
そ
し
て
︑
時
に

は
主
人
と
食
材
の
買
い
出
し
の
手
伝
い
な
ど
︑
今

思
え
ば
接
客
と
い
う
点
で
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し

た
︒
▼
全
国
か
ら
来
る
多
種
多
様
な
お
客
様
︒
感

じ
の
良
い
夫
婦
や
家
族
連
れ
︑
仲
の
よ
い
グ
ル
ー

プ
︒
一
方
で
︑
寡
黙
で
あ
ま
り
会
話
の
な
い
夫
婦
や

１
人
旅
の
女
性
な
ど
︑楽
し
み
方
は
人
そ
れ
ぞ
れ
︒

１
つ
で
も
此
処
で
の
思
い
出
を
作
っ
て
く
れ
た
ら

と
︑
拙
い
心
配
り
を
し
た
も
の
で
す
︒
▼
そ
の
後
︑

再
び
短
期
間
の
ア
ル
バ
イ
ト
で
本
栖
湖
の
ペ
ン
シ
ョ

ン
を
訪
れ
た
時
に
︑
ご
主
人
か
ら
﹁
将
来
︑
一
緒

に
こ
の
仕
事
を
や
ら
な
い
か
﹂
と
言
わ
れ
た
の
を

記
憶
し
て
い
ま
す
︒
私
が
サ
ー
ビ
ス
業
に
向
い
て
い

る
と
判
断
し
た
の
で
し
ょ
う
か
︒
赤
い
屋
根
︑
黒

い
煙
突
︑
青
い
外
壁
︑
童
話
に
出
て
く
る
よ
う
な

メ
ル
ヘ
ン
チ
ッ
ク
な
外
観
の
あ
の
ペ
ン
シ
ョ
ン
は
も

う
あ
り
ま
せ
ん
︒
あ
の
ご
夫
婦
は
そ
の
後
ど
う
し

て
い
る
の
か
︒
今
と
な
っ
て
は
温
か
く
そ
し
て
苦
い

思
い
出
で
す
︒▼
最
近
は
︑タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
︑

古
民
家
を
再
生
し
た
１
日
１
組
限
定
の
宿
も
な
か

な
か
の
人
気
で
す
︒
ご
夫
婦
が
接
客
︑
炊
事
︑
清

掃
を
役
割
分
担
し
て
全
て
を
こ
な
す
ス
タ
イ
ル
で

す
︒
四
季
ご
と
に
訪
ね
る
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
い
と

い
わ
れ
る
の
は
︑
第
二
の
故
郷
の
よ
う
に
寛
げ
る
か

ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
︒
▼
本
栖
湖
の
ペ
ン
シ
ョ

ン
に
行
っ
た
６
人
の
う
ち
︑
58
歳
で
早
々
と
リ
タ
イ

ア
し
た
友
人
が
︑﹁
料
理
屋
を
開
き
た
い
﹂
と
私

が
相
談
を
受
け
た
の
は
︑
昨
年
の
11
月
下
旬
の
こ

と
で
す
︒
大
手
カ
メ
ラ
メ
ー
カ
ー
で
40
年
間
身
を

粉
に
し
て
働
き
︑
家
族
を
養
い
子
ど
も
達
も
結
婚

し
て
独
立
︒﹁
こ
れ
か
ら
の
人
生
は
自
分
自
身
の
た

め
に
使
い
た
い
﹂︒
彼
の
口
か
ら
発
せ
ら
れ
た
言
葉

は
期
待
に
溢
れ
て
い
ま
し
た
︒
▼
﹁
儲
け
る
の
で

は
な
く
美
味
し
い
料
理
を
提
供
し
て
生
き
て
い
く

だ
け
の
収
入
が
得
ら
れ
れ
ば
﹂
と
は
い
え
現
実
は

そ
ん
な
簡
単
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
︒
場
所
の

選
定
︑
具
材
の
確
保
︑
独
自
の
逸
品
︑
当
座
の
資

金
︑
人
材
の
確
保
︑
な
ど
課
題
山
積
で
す
︒
で
も
︑

生
き
生
き
と
し
た
彼
の
目
を
見
て
︑
話
を
聞
い
て

い
て
︑
実
際
に
開
店
に
ま
で
こ
ぎ
着
け
た
ら
少
し

で
も
売
り
上
げ
に
貢
献
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
︒

▼
一
方
で
︑
１
昨
年
の
４
月
に
大
学
の
準
教
授
を
し

て
い
た
友
人
が
︑
家
路
に
着
く
際
に
体
調
が
悪
く

な
り
途
中
駅
の
新
宿
駅
で
下
車
し
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ

ル
に
宿
泊
し
ま
し
た
︒そ
の
友
人
か
ら
再
三
に
亘
り

﹁
会
っ
て
話
が
し
た
い
﹂
と
言
わ
れ
な
が
ら
私
も

当
時
多
忙
を
極
め
︑﹁
翌
月
の
５
月
に
会
い
ま
し
ょ

う
！
﹂
と
約
束
し
た
の
で
す
が
︑
彼
は
新
宿
の
ビ

ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
を
自
ら
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
︒
▼
心
不
全
の
た
め
︑
部

屋
で
倒
れ
急
逝
し
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
す
︒
彼
が
私

に
伝
え
た
か
っ
た
こ
と
は
何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
︒

そ
れ
は
永
遠
に
﹁
謎
﹂
に
包
ま
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
︒
今
で
も
後
悔
の
念
に
苛
ま
れ
て
い
ま
す
︒
▼

私
の
友
人
達
も
60
歳
を
数
え
て
︑
様
々
身
の
振
り

方
を
考
え
て
い
ま
す
︒
社
会
で
の
肩
書
き
が
取
れ

て
素
で
生
き
る
こ
と
は
大
変
で
︑﹁
単
体
の
自
分
が

試
さ
れ
評
価
さ
れ
る
﹂︑
再
び
そ
の
時
期
を
迎
え
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
︒
そ
ん
な
な
か
︑
先
日
茨
城

県
北
部
に
住
む
友
人
が
上
京
し
︑
上
野
駅
近
く
の

焼
鳥
屋
で
一
献
傾
け
ま
し
た
︒
私
達
よ
り
一
足
早

く
早
期
退
職
し
た
友
人
は
︑
寸
暇
を
惜
し
み
義
兄

の
お
寺
の
手
伝
い
︑
地
産
地
消
の
お
店
で
ア
ル
バ

イ
ト
や
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
精
力
的
に
活
動

し
て
い
ま
し
た
︒
当
然
︑
以
前
と
比
べ
て
筆
を
使

う
機
会
も
増
え
︑
文
字
が
人
に
伝
え
る
大
き
な
意

味
合
い
を
改
め
て
感
じ
た
そ
う
で
す
︒
▼
中
国
前

漢
時
代
の
歴
史
家
・
司
馬
遷
が
︑
絹
布
に
黄
帝
か

ら
武
帝
ま
で
五
帝
の
歴
史
を
︑
命
を
刻
む
よ
う
に

一
字
一
句
を
書
き
続
け
た
﹁
史
記
﹂
の
よ
う
に
︑

心
を
込
め
た
文
字
は
﹁
一
字
千
金
﹂
に
通
じ
ま
す
︒

▼
そ
う
い
え
ば
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
メ
ー
ル
が
主
流

で
︑
久
し
く
手
紙
を
書
い
て
い
ま
せ
ん
︒
遠
く
の

友
人
︑
仕
事
関
係
の
方
々
︑
今
で
は
会
話
を
交
わ

す
こ
と
も
無
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
︑
便
り
を

出
す
こ
と
で
そ
の
方
々
の
近
況
を
知
り
た
い
も
の

で
す
︒
毎
月
23
日
は
﹁
ふ
み
（
文
）
の
日
﹂
で
す
！
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Ⅰ. 目 的
　毎年３〜４月は、一年で最も引越が集中する時期であり、それと
共にお客様からの苦情、問い合わせも増える時期でもある。
　引越繁忙期においても、引越事業のサービスレベルや輸送品質
を保持するため、平成29年の引越繁忙期対策では、標準引越運送
約款等を遵守するとともに、万一お客様からのクレームが寄せられ
た場合においても「責任と誠意」を持って対応する。
　また、トラック運送業界における人手不足が慢性化する中、引越
作業にも影響が出ていることから消費者に対し分散引越を促すな
ど、以下の諸施策をもって対応する。

Ⅱ. 実施事項
１. 下見の実施、見積書発行、標準引越運送約款提示の徹底

　インターネットを利用した見積りが増加したことに伴い、下見を行
わない引越が相当数を占めるようになり、これにより荷物相違、説
明不十分等に係わるトラブルが増加している。
　このようなトラブルを未然に防ぐため、下見の実施、見積書の発
行、標準引越運送約款提示を徹底し、お客様との信頼関係の強化
を図る。

２. 引越相談窓口の明確化と適切な対応によるトラブルの防止

　最近のお客様からの苦情においては、事業者への連絡がつかな

いといった対応不備を指摘するものが増えていることから、引越相
談窓口、担当者連絡先の明確化、及び適正な対応と処理の迅速化
による二次クレームの防止を図る。万一、事業者の責任で荷物やそ
の他のものを毀損等した場合は、誠意を持って、速やかに然るべき
妥当な賠償を行う。

３. 近隣対応の強化

　引越時における近隣とのトラブルを防止するため、以下の項目に
ついて特に注意する。
⑴引越開始前及び終了後には、近隣への挨拶を励行する。
⑵駐車中は、緊急連絡先を明記した上で、引越作業中であること

が明らかになるよう車に表示する。
⑶駐車中、近隣より駐車車両の移動をお願いされた際には、速やか

に移動するなど、常に近隣への配慮を徹底する。

４. 関係法令の遵守

　引越業務における関係法令（約款以外）の遵守を徹底する。
⑴個人情報保護法に基づく秘密保持の徹底
⑵家電リサイクル法及び一般廃棄物の取扱に関する対応
⑶特定商取引法に基づく附帯サービスに係るクーリングオフの対応
⑷景品表示法に基づく価格表示方法等の管理徹底
⑸消費者契約法に基づく契約内容の遵守

５. 各種広報活動　利用者に対するPR活動の推進

⑴引越繁忙期における分散引越対策
①ホームページ（HP）における平成29年引越繁忙期混雑見込情報

　毎年全ト協HPにおいて、３〜４月の引越繁忙期における混雑状
況を一般消費者向けに公開しているが、昨年度までの掲載内容を
見直し、混雑状況を指数化した分かりやすい内容に変更する。

②「分散引越にご協力を！」チラシの作成・配布
　引越繁忙期における引越について、消費者に対して分散引越
にかかる協力をお願いするためのチラシを作成し、引越事業者や

関係団体等を通じ、消費者に対して配布する。
⑵引越安心マークのPR推進
①各種イベント等におけるPR活動

　各トラック協会で開催されるイベント等において、一般の来場
者に対して、引越安心マークチラシ等の配布、ブース等を設置し
たPR活動を実施（引越繁忙期終了後も、各トラック協会で開催
するイベント等において配布）

② 引越優良事業者、各トラック協会による引越安心マークの積極的
PR推進

ⅰ）引越優良認定事業者による積極的なPRの推進（強化）
・車両への引越安心マークシールの貼付
・各社のHPやCM等における引越安心マークのPR

ⅱ） 各トラック協会におけるPR活動の推進（各HP掲載・チラシ配
布・広告・TVラジオCM広報活動）

③メディア等を活用した積極的ＰＲ推進
ⅰ）引越安心マークの制度及び認定事業者の紹介（HP掲載）
ⅱ）TBSラジオ「ドライバーズ・リクエスト」による特番
ⅲ）羽田空港ターミナル手荷物受取所を活用したPR活動
④消費者向け啓発物の作成・配布

「かしこい引越」「標準引越運送約款のポイント」引越安心マー
クチラシ「あたりまえを、きちんと」を引越事業者、各トラック協
会及び消費生活センターを通じて、必要に応じて消費者に配布す
る。また啓発物を全ト協HPに掲載する。

⑤関係団体等への協力依頼の実施

６. 関係機関等との連携強化

　都道府県トラック協会、消費生活センター、ACAP（消費者関連
専門家会議）、国土交通省、消費者庁等、関係先と連携し、引越輸
送におけるサービス品質の向上及び引越安心マークにかかる認知
度アップの諸施策を図る。
　また、平成29年１〜２月に、引越優良認定事業者を対象とした
「お客様対応責任者研修会議」（研修会）を開催し、講師として消
費者対応の専門家であるACAPから講師を招き、引越におけるトラ
ブルを未然に防ぐための知識を深める。
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︑
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平成28年度引越事業者優良認定制度

全日本トラック協会  引越部会

　全日本トラック協会引越部会は、引っ越し依頼が集中する３月
から４月の繁忙期に、トラブルなく引越が進むよう「平成29年引
越繁忙期対策」を策定した。
　今年の引越繁忙期対策では、分散引越への協力を求めるチ
ラシの作成・配布や、関係機関への協力依頼文書の送付を通じ
て、分散引越と引越安心マーク事業者のPR強化を行うとともに、
引越業務における関係法令の遵守を徹底していく。

平成29年 引越繁忙期対策実施事項
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催
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金子 めぐみ
［自・新潟4区］

國場 幸之助
［自・比例九州］

櫻田 義孝
［自・千葉8区］

田中 良生
［自・埼玉15区］

石田 真敏
［自・和歌山2区］

城内  実
［自・静岡7区］

小島 敏文
［自・比例中国］

笹川 博義
［自・群馬3区］

高橋 ひなこ
［自・比例東北］

棚橋 泰文
［自・岐阜2区］

新藤 義孝
［自・埼玉2区］

青山 周平
［自・比例東海］

石破 茂
［自・鳥取1区］

今津  寛
［自・比例北海道］

大塚 高司
［自・大阪8区］

小渕 優子
［自・群馬5区］

金田 勝年
［自・秋田2区］

黄川田 仁志
［自・埼玉3区］

後藤 茂之
［自・長野4区］

佐々木  紀
［自・石川2区］

武井 俊輔
［自・宮崎1区］

谷 公一
［自・兵庫5区］

石原 伸晃
［自・東京8区］

大塚 拓
［自・埼玉9区］

梶山 弘志
［自・茨城4区］

上川 陽子
［自・静岡1区］

後藤田 正純
［自・徳島1区］

谷川 とむ
［自・比例近畿］

菅原 一秀
［自・東京9区］

岩田 和親
［自・比例九州］

勝沼 栄明
［自・比例東北］

小林鷹之
［自・千葉2区］

武田 良太
［自・福岡11区］

谷川 弥一
［自・長崎3区］

鈴木 俊一
［自・岩手2区］

冨岡 勉
［自・長崎1区］

伊藤 忠彦
［自・愛知8区］

岩屋  毅
［自・大分3区］

神山 佐市
［自・埼玉7区］

小林 史明
［自・広島7区］

武部  新
［自・北海道12区］

田野瀬 太道
［自・奈良4区］

鈴木 淳司
［自・比例東海］

麻生 太郎
［自・福岡8区］

伊藤 也
［自・東京22区］

小松  裕
［自・比例北陸信越］

佐藤 ゆかり
［自・大阪11区］

武村 展英
［自・滋賀3区］

田畑 裕明
［自・富山1区］

永岡 桂子
［自・比例北関東］

穴見 陽一
［自・比例九州］

伊東 良孝
［自・北海道7区］

江渡 聡徳
［自・青森2区］

鴨下 一郎
［自・東京13区］

今野 智博
［自・比例北関東］

塩崎 恭久
［自・愛媛1区］

中川 俊直
［自・広島4区］

あべ 俊子
［自・比例中国］

衛藤 征士郎
［自・大分2区］

奥野 信亮
［自・奈良3区］

加  寛治
［自・長崎2区］

川崎 二郎
［自・三重1区］

塩谷 立
［自・静岡8区］

辻  清人
［自・東京2区］

薗浦 健太郎
［自・千葉5区］

中川 郁子
［自・北海道11区］

甘利  明
［自・神奈川13区］

江藤 拓
［自・宮崎2区］

小倉 將信
［自・東京23区］

河村 建夫
［自・山口3区］

斎藤 洋明
［自・比例北陸信越］

平 将明
［自・東京4区］

池田 佳隆
［自・比例東海］

小此木 八郎
［自・神奈川3区］

菅家 一郎
［自・比例東北］

熊田 裕通
［自・愛知1区］

土屋 品子
［自・埼玉13区］

高市 早苗
［自・奈良2区］

井上 貴博
［自･福岡1区］

古賀 篤
［自・福岡3区］

田中 英之
［自・京都4区］

土屋 正忠
［自・東京18区］

中根 一幸
［自・比例北関東］

逢沢 一郎
［自・岡山1区］

赤澤 亮正
［自・鳥取2区］

うえの 賢一郎
［自・滋賀2区］

遠藤 利明
［自・山形1区］

大岡 敏孝
［自・滋賀1区］

井野 俊郎
［自・群馬2区］

井上 信治
［自・東京25 区］

秋元 司
［自・比例東京］

井林 辰憲
［自・静岡2区］

今枝 宗一郎
［自・愛知14区］

今村 雅弘
［自・比例九州］

稲田 朋美
［自・福井1区］

岡下 昌平
［自・比例近畿］

小田原 潔
［自・東京21区］

鬼木　誠
［自・福岡2区］

大見　正
［自・比例東海］

神谷　昇
［自・比例近畿］

亀岡 偉民
［自・福島1区］

加藤 勝信
［自・岡山5区］

金子 恭之
［自・熊本５区］

門　博文
［自・比例近畿］

金子 万寿夫
［自・鹿児島2区］

金子 一義
［自・岐阜４区］

岸田 文雄
［自・広島1区］

北村 茂男
［自・石川3区］

北村 誠吾
［自・長崎4区］

木原 誠二
［自・東京20区］

木原 稔
［自・熊本1区］

木村 太郎
［自・青森4区］

工藤 彰三
［自・愛知4区］

神田 憲次
［自・比例東海］

島田 佳和
［自・比例東海］

白石　徹
［自・愛媛3区］

柴山 昌彦
［自・埼玉８区］

佐田 玄一郎
［自・群馬１区］

左藤　章
［自・大阪２区］

坂井　学
［自・神奈川５区］

坂本 哲志
［自・熊本３区］

瀬戸 隆一
［自・比例四国］

竹本 直一
［自・大阪15区］

竹下　亘
［自・島根2区］

田中 和德
［自・神奈川10区］

橘 慶一郎
［自・富山3区］

髙鳥 修一
［自・新潟6区］

田所 嘉德
［自・茨城1区］

とかしき なおみ
［自・大阪7区］

渡海 紀三朗
［自・兵庫10区］

津島　淳
［自・青森1区］

冨樫 博之
［自・秋田1区］

中谷 真一
［自・比例南関東］

中村 裕之
［自・北海道４区］

中山 泰秀
［自・大阪4区］

二階 俊博
［自・和歌山3区］

西村 康稔
［自・兵庫9区］

西銘 恒三郎
［自・比例九州］

額賀 福志郎
［自・茨城2区］

萩生田 光一
［自・東京24区］

平沢 勝栄
［自・東京17区］

橋本  岳
［自・岡山4区］

馳  浩
［自・石川1区］

梨 康弘
［自・茨城3区］

林  幹雄
［自・千葉10区］

原田 憲冶
［自・大阪9区］

原田 義昭
［自・福岡5区］

比嘉 奈津美
［自・比例九州］

福井  照
［自・比例四国］

福田 達夫
［自・群馬4区］

平口　洋
［自・広島2区］

根本 幸典
［自・愛知15区］

西村 明宏
［自・宮城3区］

野田　毅
［自・熊本２区］

衆
議
院

自
由
民
主
党

「平成29年 新年賀詞交歓会」出席国会議員一覧
公益社団法人 全日本トラック協会

（50音順、敬称略。代理出席を含む）



第2078号（第3種郵便物認可）平成29年（2017年）2月1日

三ツ林 裕巳
［自・埼玉14区］

村井 英樹
［自・埼玉1区］

三ツ矢 憲生
［自・三重5区］

望月 義夫
［自・静岡4区］

武見 敬三
［自・東京］

三原 朝彦
［自・福岡9区］

山本  拓
［自・比例北陸信越］

こやり 隆史
［自・滋賀］

伊達 忠一
［自・北海道］

塚田 一郎
［自・新潟］

佐藤 啓
［自・奈良］

鶴保 庸介
［自・和歌山］

豊田 俊郎
［自・千葉］

馬場 成志
［自・熊本］

藤木 眞也
［自・比例］

舞立 昇治
［自・鳥取］

松島 みどり
［自・東京14区］

中泉 松司
［自・秋田］

宮沢 洋一
［自・広島］

伊藤 孝江
［公・兵庫］

松野 博一
［自・千葉3区］

宮路 拓馬
［自・比例九州］

山口 俊一
［自・徳島2区］

長崎 幸太郎
［山梨2区］

松本  純
［自・神奈川1区］

宮下 一郎
［自・長野5区］

山口 泰明
［自・埼玉10区］

赤羽 一嘉
［公・兵庫2区］

松本 文明
［自・比例東京］

務台 俊介
［自・長野2区］

伊佐 進一
［公・大阪6区］

松本 洋平
［自・東京19区］

武藤 容治
［自・岐阜3区］

山本 公一
［自・愛媛4区］

山下 貴司
［自・岡山2区］

山田 美樹
［自・東京1区］

石田 祝稔
［公・比例四国］

西田 昌司
［自・京都］

野上 浩太郎
［自・富山］

中西 祐介
［自・徳島・高知］

長峯 誠
［自・宮崎］

石井 啓一
［公・比例北関東］

國重 徹
［公・大阪5区］

輿水 恵一
［公・比例北関東］

斉藤 鉄夫
［公・比例中国］

北側 一雄
［公・大阪16区］

井上 義久
［公・比例東北］

太田 昭宏
［公・東京12区］

大口 善德
［公・比例東海］

富田 茂之
［公・比例南関東］

中野 洋昌
［公・兵庫８区］

高木 美智代
［公・比例東京］

佐藤 茂樹
［公・大阪3区］

佐藤 英道
［公・比例北海道］

高木 陽介
［公・比例東京］

伊藤　渉
［公・比例東海］

木村 義雄
［自・比例］

上野 通子
［自・栃木］

衛藤 晟一
［自・比例］

石井 正弘
［自・岡山］

猪口 邦子
［自・千葉］

礒崎 陽輔
［自・大分］

井原　巧
［自・愛媛］

朝日 健太郎
［自・東京］

足立 敏之
［自・比例］

阿達 雅志
［自・比例］

有村 治子
［自・比例］

赤池 誠章
［自・比例］

上月 良祐
［自・茨城］

佐藤 信秋
［自・比例］

酒井 庸行
［自・愛知］

藤川 政人
［自・愛知］

滝波 宏文
［自・福井］

関口 昌一
［自・埼玉］

そのだ 修光
［自・比例］

島村　大
［自・神奈川］

中川 雅治
［自・東京］

三宅 伸吾
［自・香川］

牧野 たかお
［自・静岡］

松川 るい
［自・大阪］

松村 祥史
［自・熊本］

松山 政司
［自・福岡］

丸川 珠代
［自・東京］

松下 新平
［自・宮崎］

山田  宏
［自・比例］

吉川 ゆうみ
［自・三重］

吉田 博美
［自・長野］

渡辺 猛之
［自・岐阜］

山本 順三
［自・愛媛］

山田 修路
［自・石川］

山下 雄平
［自・佐賀］

堀井 巌
［自・奈良］

山本 博司
［公・比例］

山口 那津男
［公・東京］

里見 隆治
［公・愛知］

杉 久武
［公・大阪］

高瀬 弘美
［公・福岡］

谷合 正明
［公・比例］

新妻 秀規
［公・比例］

矢倉 克夫
［公・埼玉］

三浦 信祐
［公・神奈川］

宮崎 勝
［公・比例］

平木 大作
［公・比例］

熊野 正士
［公・比例］

佐々木 さやか
［公・神奈川］

河野 義博
［公・比例］

堀井 学
［自・北海道9区］

堀内 詔子
［自・比例南関東］

大家 敏志
［自・福岡］

大沼 みずほ
［自・山形］

大野 泰正
［自・岐阜］

金子 原二郎
［自・長崎］

北村 経夫
［自・比例］

太田 房江
［自・比例］

片山 さつき
［自・比例］

■自民党・衆議院
あかま二郎 ［自・神奈川14区］
門山　宏哲 ［自・比例南関東］
木内　均 ［自・比例北陸信越］
菅　　義偉 ［自・神奈川２区］
松本　純 ［自・神奈川１区］
宮川　典子 ［自・比例南関東］
山口　俊一 ［自・徳島２区］

■自民党・参議院
有村　治子 ［自・比例］
太田　房江 ［自・比例］
大野　泰正 ［自・岐阜］
佐藤　信秋 ［自・比例］

■公明党・参議院
佐々木さやか ［公・神奈川］
若松　謙維 ［公・比例］

ふくだ 峰之
［自・比例南関東］

福山 守
［自・比例四国］

藤井 比早之
［自・兵庫4区］

藤丸 敏
［自・福岡7区］

藤原 崇
［自・比例東北］

舩田 元
［自・栃木1区］

古川 禎久
［自・宮崎3区］

古屋 圭司
［自・岐阜5区］

星野 剛士
［自・神奈川12区］

古川　康
［自・佐賀2区］

細田 健一
［自・新潟2区］

細田 博之
［自・島根１区］

【祝電をいただいた議員】

（50音順、敬称略）
「平成29年 新年賀詞交歓会」出席国会議員一覧

公益社団法人 全日本トラック協会

（50音順、敬称略。代理出席を含む）

牧原 秀樹
［自・比例北関東］

保岡 興治
［自・鹿児島１区］

盛山 正仁
［自・比例近畿］

茂木 敏充
［自・栃木5区］

宮川 典子
［自・比例南関東］

八木 哲也
［自・比例東海］

吉川 貴盛
［自・北海道2区］

吉野 正芳
［自・福島5区］

若狭 勝
［自・東京10区］

若宮 健嗣
［自・東京5区］

渡辺 博道
［自・千葉6区］

山本 有二
［自・高知2区］

宮内 秀樹
［自・福岡４区］

山本 幸三
［自・福岡10区］

宮澤 博行
［自・静岡3区］
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